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木曽八景 近江八景になぞらえた木曽八景を訪ねるのも木曽路の旅の楽しみのひとつです。

与川の秋月 YOGAWA NO SHUGETSU
与川地区の古典庵から眺めます。山の端か
らゆっくりとのぼり、雲間に浮かぶ端正な美し
さは、まるで一幅の絵のように素晴らしく、木
曽随一といわれています。

小野の瀑布 ONO NO BAKUFU
浮世絵「中山道六十九次」にも描かれる木
曽谷の名瀑で、岸壁に水しぶきを落とす涼し
げな滝となり、旅人の憩いの場となりました。
今も国道から眺めることができます。

駒の夕照 KOMA NO SEKISHO
凛 し々い姿を見せる木曽駒ヶ岳。その勇姿を
背に白雲の峰が、春秋の夕陽に映える幻想
的な姿はまるで別世界。時代を経て今なおそ
の郷愁に満ちた景色が胸をうちます。

風越の晴嵐 KAZAKOSHI NO SEIRAN
上松宿を眼下に見おろす風越山は、頂上周
辺は見渡すかぎりのススキの原。いちめんの
緑の草山を、一陣の夏風が吹き越すながめ
は雄大にして爽快なものです。

寝覚の夜雨 NEZAME NO YAU
堂 と々流れる梅雨の木曽川にあって、寝覚
の床が雨霧にしぐれる光景は神秘にして詩
情あふれる美しさ。しっとりと落ち着いた風情
に、どの旅人も足をとめ、旅情をなぐさめました。

棧の朝霞 KAKEHASHI NO ASAGASUMI
今は名残りをとどめる木曽の棧も、「恐ろしや
木曽のかけ路の丸木橋　ふみ見る度に落ち
ぬべきかな」と歌われた険しい要所。初夏とも
なれば朝霞にかすむ美しい姿を見せています。

御嶽の暮雪 ONTAKE NO BOSETSU
御嶽の残雪が薄紫色の山肌に描きだす情
緒は、木曽谷ならでは。春浅い木曽路を歩く
旅人たちは、仰ぎながら、振り返りながら、そ
の見事な美しさを心に刻んで行きました。

徳音寺の晩鐘 TOKUONJI NO BANSHO
木曽義仲の菩提寺「徳音寺」。そこから暮れ
六つの鐘の音が、晩秋の山々に響く風情
は、郷愁と旅情をかきたてます。足早に次の
宿へ向かう旅人の姿が目に浮かぶようです。

色合いを微妙に変えながら、幾重にも重なり合う山並み。旅人に踏みしめられてすっかり丸くなった石畳。

昔ながらの風情を漂わせて、いつもほっこりと心温もる街道沿いの宿場町、

街道から岐れ、集落を抜ける峠への野辺で見つける一輪の山野草。

過ぎてゆく一日が惜しくなるような、一瞬の季節の移ろいを綴る美しい里山。

見上げれば、いつも見守るように大きな御嶽山。

春・夏・秋・冬、ゆっくりと流れる時間のなかで、木曽路・小さな旅。

色合いを微妙に変えながら、幾重にも重なり合う山並み。旅人に踏みしめられてすっかり丸くなった石畳。

昔ながらの風情を漂わせて、いつもほっこりと心温もる街道沿いの宿場町、

街道から岐れ、集落を抜ける峠への野辺で見つける一輪の山野草。

過ぎてゆく一日が惜しくなるような、一瞬の季節の移ろいを綴る美しい里山。

見上げれば、いつも見守るように大きな御嶽山。

春・夏・秋・冬、ゆっくりと流れる時間のなかで、木曽路・小さな旅。

はるか悠久の木曽山河
道草の旅 こころ旅が始まる

御嶽山（柳又御嶽山展望台より）

■ 御嶽山の規制について

令和6年4月時点で、御嶽山は噴火
警戒レベル１（活火山であることに
留意）です。
（令和４年６月23日14時00分、噴火警
戒レベル２から１へ引き下げ）

■ 規制の最新情報

警戒レベル、規制範囲、道路規制は噴火活動お
よび積雪期、無雪期により変わります。
最新情報は気象庁、関係行政機関、木曽観光連
盟のホームページや広報などで公表されます。
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ゆ
っ
く
り
と
、
色
々
な
シ
ー
ン
を
訪
ね
て
。

思
い
出
に
な
る 

木
曽
路
「
い
そ
が
な
い
旅
」。

石
畳
、
千
本
格
子
、
苔
む
す
石
仏
や
大
樹
。

宿
場
の
名
残
り
を
見
つ
け
な
が
ら
昔
に
帰
る
。

な
に
げ
な
く
通
り
過
ぎ
る
石
畳
の
道
も
、
石
の
窪
み
を
見
つ
め
れ
ば
、

は
る
か
昔
、
幾
人
も
の
旅
人
が
踏
み
し
め
た
温
も
り
を
感
じ
ま
す
。

旅
籠
の
古
び
た
柱
や
囲
炉
裏
で

煤
け
た
天
井
も
、
静
か
に
眺
め
て
い
れ
ば
、

そ
の
枯
れ
た
木
肌
の
あ
ち
こ
ち
に
、
江
戸
の
香
り
や
笑
い
声
、

人
々
の
姿
が
染
み
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

ふ
と
し
た
出
会
い
、
交
わ
す
言
葉
の
端
々
に
山
里
の
温
も
り
を
感
じ
ま
す
。

急
ぎ
足
の
旅
よ
り
も
道
草
が
て
ら
、
て
く
て
く
ま
わ
り
道
。

ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
、
と
き
に
は
額
の
汗
を
拭
き
な
が
ら
、

そ
ぞ
ろ
歩
く
の
が
木
曽
路
に
は
と
て
も
似
合
い
ま
す
。

文
化

藤
村
ゆ
か
り
の
地
、
芭
蕉
や
子
規
が
た
ど
っ
た
峠
道
。

山
谷
に
刻
ま
れ
る
文
化
の
輝
き
に
立
ち
ど
ま
る
。

伝
統

受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
技
、
節
目
を
飾
る
祭
り
。

連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
暮
ら
し
の
生
命
に
目
を
み
は
る
。

幾
重
も
の
漆
を
塗
り
込
め
た
木
曽
漆
器
、

繊
細
な
手
技
を
尽
く
し
た
木
工
品
。

そ
し
て
暮
ら
し
の
知
恵
か
ら
生
ま
れ
た
山
の
味
わ
い
。

何
代
に
も
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
る
木
曽
路
の
伝
統
は
、

今
日
も
た
く
ま
し
く
暮
ら
し
の
な
か
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

季
節
の
節
目
を
彩
る
素
朴
な
祭
り
、

時
代
絵
巻
を
彷
彿
さ
せ
る
絢
爛
な
行
列
、

伝
説
か
ら
生
ま
れ
た
舞
や
歌
と
あ
わ
せ
て
、

山
国
の
ゆ
た
か
な
表
情
に
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
。

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
の
温
も
り
は
、

感
動
を
も
っ
て
旅
を
よ
り
印
象
深
い
も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
。

ソバの花と御嶽山

阿寺渓谷にひっそり佇む島木赤彦の歌碑

馬籠宿にある島崎藤村の記念館

400有余年の伝統を誇る木曽漆器

木曽踊り

南木曽町の秋を飾る花馬祭り

水木沢天然林
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。
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嶽
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。
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の
せ
せ
ら
ぎ
の
心
地
よ
さ
。

樹
齢
数
百
年
以
上
も
の
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の
大
樹
、

森
に
ひ
っ
そ
り
咲
き
こ
ぼ
れ
る
可
憐
な
草
花
、

野
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
を
浴
び
る
清
々
し
さ
。

中
山
道 

木
曽
路
は
山
の
国
、
水
の
国
、
森
の
国
。

森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
山
ひ
だ
の
小
径
を
歩
け
ば
、

と
っ
て
お
き
の
季
節
の
輝
き
が
見
つ
け
ら
れ
る
は
ず
。

旅
の
ア
ル
バ
ム
を
飾
る
散
策
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

妻籠宿 迎え火赤沢自然休養林

宿
場

た
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俳
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阿寺渓谷にひっそり佇む島木赤彦の歌碑

馬籠宿にある島崎藤村の記念館

400有余年の伝統を誇る木曽漆器

木曽踊り

南木曽町の秋を飾る花馬祭り

水木沢天然林

C
U

LTU
R

E

TR
A

D
ITIO

N 自
然

山
の
国
、
水
の
国
、
森
の
国
。

美
し
い
自
然
の
な
か
で
、
自
分
だ
け
の
季
節
を
見
つ
け
る
。

御
嶽
山
、
木
曽
駒
ヶ
岳
の
雄
大
な
姿
、
そ
の
頂
に
立
つ
喜
び
。

山
ひ
だ
を
下
る
渓
流
の
美
し
さ
、
息
を
の
む
滝
の
と
ど
ろ
き
、

林
間
の
せ
せ
ら
ぎ
の
心
地
よ
さ
。

樹
齢
数
百
年
以
上
も
の
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
の
大
樹
、

森
に
ひ
っ
そ
り
咲
き
こ
ぼ
れ
る
可
憐
な
草
花
、

野
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
を
浴
び
る
清
々
し
さ
。

中
山
道 

木
曽
路
は
山
の
国
、
水
の
国
、
森
の
国
。

森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
山
ひ
だ
の
小
径
を
歩
け
ば
、

と
っ
て
お
き
の
季
節
の
輝
き
が
見
つ
け
ら
れ
る
は
ず
。

旅
の
ア
ル
バ
ム
を
飾
る
散
策
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

妻籠宿 迎え火赤沢自然休養林

宿
場

た
と
え
ば
島
崎
藤
村
の
小
説
「
夜
明
け
前
」
は

木
曽
路
巡
り
の
歴
史
の
バ
イ
ブ
ル
。

た
と
え
ば
芭
蕉
や
子
規
の
路
傍
の
う
た
は
、

景
色
を
深
め
る
永
遠
の
叙
情
詩
。

険
し
い
木
曽
路
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

数
々
の
小
説
の
舞
台
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
香
り
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
木
曽
路
の
物
語
に
な
っ
て
、

旅
の
楽
し
み
を
色
濃
い
も
の
に
変
え
て
く
れ
ま
す
。

本
を
片
手
に
歴
史
を
ひ
も
と
く
よ
う
に
。

俳
句
心
で
い
く
つ
も
の
季
節
を
愛
で
る
気
分
で
。

木
曽
路
は
あ
な
た
に
そ
っ
と

大
切
な
昔
話
を
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

田の原天然公園
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石畳が風情を醸す馬籠宿
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西
国
と
東
国
と
を
結
ぶ
重
要
な
街

道
だ
っ
た
中
山
道
。
川
留
め
の
多

い
大
井
川
や
浜
名
の
渡
し
、
桑
名

の
渡
し
な
ど
が
あ
る
東
海
道
と
違

い
、
中
山
道
は
水
の
不
便
が
ほ
と

ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
女
性
も
多
く

こ
の
道
を
歩
き
ま
し
た
。

落合宿
妻籠宿

三留野宿

野尻宿
須原宿

上松宿
福島宿

薮原宿

宮ノ越宿

奈良井宿

本山宿

洗馬宿

贄川宿

馬籠宿

落合宿
妻籠宿

三留野宿

野尻宿
須原宿

上松宿

塩尻宿

馬籠宿

中津川宿

中
山
道
の
西
の
起
点
「
京
都
三
条
大

橋
」
を
発
ち
、
近
江
を
経
て
美
濃
路

の
最
東
端
、
二
十
六
番
目
の
宿
に
あ

た
る
の
が
「
落
合
宿
」
で
す
。
落
合

宿
に
は
、
美
濃
十
六
宿
の
う
ち
唯
一

旧
本
陣
が
残
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
の

面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
十
曲

峠
の
近
く
「
山
中
薬
師
」
に
は
、
虫

封
じ
の
薬
師
如
来
が
ま
つ
ら
れ
、
そ

の
先
落
合
の
石
畳
を
上
り
き
る
と
、

島
崎
藤
村
が
揮
毫
し
た
「
是
よ
り
北

木
曽
路
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

美
濃
路
か
ら
木
曽
十
一
宿
へ中津川宿／NAKATSUGAWAJUKU

妻籠宿／TSUMAGO  国の重要伝統的建造物群保存地区

落合宿本陣／OCHIAIJUKU

馬籠宿～妻籠宿の中山道／MAGOME PASS馬籠宿／MAGOMEJUKU

木
曽
十
一
宿
の
中
で
奈
良
井
宿
に

次
ぐ
長
さ
を
誇
る
野
尻
宿
。
大
火

に
よ
り
宿
場
の
面
影
は
少
な
い
が
、

当
時
の
姿
を
わ
ず
か
に
と
ど
め
る

格
子
窓
と
低
い
軒
並
み
が
垣
間
見

え
ま
す
。
外
敵
を
防
ぐ
た
め
に

所
々
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
街
並

み
が
特
徴
で
「
七
曲
り
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
周
辺
の
「
妙
覚
寺
」
に

は
十
字
架
を
左
手
に
高
く
掲
げ
た

「
マ
リ
ア
観
音
」
と
呼
ば
れ
る
石
仏

が
あ
り
ま
す
。（
大
桑
村
）

野
尻
宿 N

O
JIR

I

全
国
で
初
め
て
古
い
町
並
み
を
保
存

し
た
宿
場
町
。
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
出
梁
造
り
に
竪
繁
格
子
、
卯

建
（
う
だ
つ
）
の
あ
る
軒
が
続
く
道

筋
は
、
江
戸
時
代
が
そ
っ
く
り
凝
縮

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
よ
そ
八

〇
〇
ｍ
の
通
り
の
中
央
付
近
に
は
、

「
脇
本
陣
奥
谷
」、
桃
山
様
式
を
取
り

入
れ
た
ウ
グ
イ
ス
張
り
廊
下
や
欄
間

が
美
し
い
「
光
徳
寺
」、
庶
民
の
木

賃
宿
「
上
嵯
峨
屋
」
な
ど
見
ど
こ
ろ

も
多
彩
。（
南
木
曽
町
）

か
つ
て
は
妻
籠
と
並
ん
で
栄
え
た

三
留
野
宿
。
大
火
で
当
時
の
姿
は

消
失
し
た
も
の
の
、
わ
ず
か
に
残

る
出
梁
造
（
だ
し
ば
り
づ
く
り
）
や

卯
建
の
あ
る
家
に
当
時
の
面
影
を

し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
春
に

は
本
陣
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
枝

垂
れ
梅
が
咲
き
、
ま
た
足
を
の
ば

せ
ば
三
体
の
円
空
仏
を
残
す
「
等
覚

寺
」、
近
代
化
遺
産
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
「
桃
介
橋
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
南
木
曽
町
）

●妻籠宿の高札場 KOSATSUBA

江戸幕府のお触れを通行人に知
らせた昔の掲示板。

●等覚寺の円空仏
TOGAKUJI TEMPLE

仏師・円空による韋駄天、
天神、弁財天。

●馬籠宿車屋坂の「枡形」
MAGOMEJUKU

街道を直角に二度曲げて外敵を防
いだ「枡形」。馬籠宿の車屋坂ほ
か多くの宿場にその跡が残されてい
ます。

妻籠宿／TSUMAGOJUKU

野尻宿の七曲り／NOJIRIJUKU

坂
道
の
両
側
に
は
復
元
さ
れ
た
古

い
家
並
み
が
つ
づ
き
、
宿
場
風
情

も
ひ
と
し
お
で
す
。
当
時
の
宿
場

の
に
ぎ
わ
い
や
木
曽
谷
の
暮
ら
し

を
伝
え
る
「
馬
籠
脇
本
陣
史
料
館
」

な
ど
、
み
や
げ
物
店
、
喫
茶
店
も

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
深
い
味
わ
い
。

ま
た
、
文
豪
・
島
崎
藤
村
の
生
誕

地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
藤
村
の
菩

提
寺
「
永
昌
寺
」、
原
稿
・
愛
用
品

を
収
蔵
展
示
す
る
「
藤
村
記
念
館
」、

藤
村
ゆ
か
り
の
品
々
が
展
示
さ
れ

て
い
る
「
清
水
屋
資
料
館
」「
槌
馬

屋
資
料
館
」
が
あ
り
ま
す
。（
中
津

川
市
馬
籠
）

妻
籠
宿 TS

U
M

A
G

O

三
留
野
宿 M

ID
O

N
O

脇本陣奥谷／WAKIHONJIN-OKUYA

遠
い
日
に
帰
る
時
、

優
し
く
旅
人
た
ち
を
迎
え
る
。

木
曽
川
に
沿
っ
て
険
し
い
峠
を
越
え
、
深
い
谷
を
抜
け
、

山
の
底
を
縫
う
よ
う
に
し
て
伸
び
る
木
曽
路
。

遠
い
時
代
、
旅
籠
の
活
気
あ
る
声
が
、
行
灯
の
灯
火
が
、

私
た
ち
の
心
に
今
も
あ
た
た
か
く
響
い
て
き
ま
す
。

馬
籠
宿 M

A
G

O
M

E

中
山
道

木
曽
十
一
宿
を

め
ぐ
る
旅

中山道木曽路
OLD STREET AND TOWN

Kiso is rich with historical and cultural sites.Kiso is rich with historical and cultural sites.
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中
山
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今
に
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い
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の
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中
薬
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」
に
は
、
虫
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の
薬
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如
来
が
ま
つ
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れ
、
そ

の
先
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の
石
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上
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島
崎
藤
村
が
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場
の
面
影
は
少
な
い
が
、

当
時
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に
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軒
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ぐ
る
旅

中山道木曽路
OLD STREET AND TOWN

Kiso is rich with historical and cultural sites.Kiso is rich with historical and cultural sites.

−5−



ゆ
っ
く
り
歩
く
ほ
ど
に
、

気
持
ち
が

ほ
ぐ
れ
て
い
く
よ
う
。

枝
垂
れ
桜
が
青
空
に
咲
き
誇
る
山
里
の
春
。

木
曽
の
山
々
に
蝉
の
声
が
あ
ふ
れ
、

涼
し
げ
な
宿
場
の
水
場
に
ほ
っ
と
憩
う
夏
。

軒
下
の
干
し
柿
、
つ
る
べ
落
と
し
の
陽
に
染
ま
る
秋
。

外
は
木
枯
ら
し
、
静
ま
り
か
え
っ
た
囲
炉
裏
端
で
、

火
の
は
ぜ
る
音
に
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
す
冬
。

笑
顔
で
に
ぎ
わ
う
往
来
、
人
影
も
ま
ば
ら
な
夕
暮
れ
、

ど
の
季
節
に
も
旅
愁
が
漂
う
木
曽
路
。

木
曽
大
工
の
故
郷
ら
し
く
、
細
工

や
彫
刻〝
持
ち
送
り
〞を
ほ
ど
こ
し

た
家
が
往
時
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

木
曽
義
仲
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
り
、

義
仲
の
菩
提
寺
「
徳
音
寺
」、
平
家

追
討
の
旗
挙
げ
を
し
た
「
旗
挙
八
幡

宮
」、
戦
勝
祈
願
の
「
南
宮
神
社
」、

資
料
館
「
義
仲
館
」
な
ど
、
歴
史
探

訪
の
見
ど
こ
ろ
が
豊
富
。「
巴
淵
」

の
ヤ
マ
ブ
キ
、
紅
葉
の
美
し
い
景
色

も
見
事
で
す
。（
木
曽
町
日
義
）

奈
良
井
宿
は
難
所
・
鳥
居
峠
の
ふ

も
と
に
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
は

「
奈
良
井
千
軒
」
と
謳
わ
れ
栄
え
た

宿
場
。
妻
籠
宿
と
と
も
に
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
る
宿
場
に
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
中
村

邸
」「
上
問
屋
史
料
館
」
な
ど
見
ど

こ
ろ
も
い
っ
ぱ
い
。「
大
宝
寺
」
横

の
マ
リ
ア
地
蔵
や
庭
園
、「
八
幡
神

社
」
の
中
山
道
杉
並
木
や
二
百
地
蔵

も
か
つ
て
の
面
影
を
残
す
静
か
な

旧
跡
で
す
。（
塩
尻
市
）

木
曽
谷
の
中
で
は
最
も
古
く
に
栄

え
た
須
原
宿
。
清
水
が
湧
く
宿
場

町
と
し
て
軒
先
に
は
丸
太
を
く
り

ぬ
い
た
水
舟
が
置
か
れ
、
野
菜
や
果

物
を
浮
か
べ
る
情
緒
豊
か
な
光
景

が
昔
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た

重
文
の
定
勝
寺
本
堂
・
庫
裡
・
山
門

の
ほ
か
、
鶴
・
亀
蓬
莱
庭
園
や
東
洋

一
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
ダ
ル
マ
坐
像
も
見

も
の
で
す
。（
大
桑
村
）

※
定
勝
寺 

改
修
工
事
予
定

木
曽
の
谷
あ
い
を
抜
け
て
松
本
平
に

出
た
最
初
の
宿
が
本
山
宿
で
す
。
宿

場
に
入
る
と
道
幅
が
広
く
緩
や
か
に

曲
が
る
街
道
に
面
し
て
、
出
梁
造
り

の
町
家
が
雁
行
型
に
並
ぶ
美
し
い
町

並
み
が
見
所
で
す
。
ま
た
、
江
戸
時

代
の
文
献
「
風
俗
文
選
」に
は
本
山

宿
が「
そ
ば
切
り
発
祥
の
地
」
と
の

記
述
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。（
塩
尻
市
）

洗
馬
宿
は
、
木
曽
義
仲
が
愛
馬
を

洗
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
こ
の
名
が

あ
り
、
義
仲
が
家
臣
、
今
井
兼
平
と

会
っ
た
場
所
と
さ
れ
る「
邂
逅（
あ

ふ
た
）の
清
水
」は
、
時
代
を
超
え

て
清
水
を
湧
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た

宿
場
内
の
は
ず
れ
に
は
、
追
分
道
標

が
残
さ
れ
て
お
り
、
中
山
道
を
辿
っ

て
諏
訪
、
軽
井
沢
、
東
の
終
点
、
江

戸
日
本
橋
に
つ
づ
く
道
と
、
善
光
寺

へ
と
続
く
北
国
西
街
道（
善
光
寺
街

道
）の
分
岐
点
で
し
た
。（
塩
尻
市
）

木
曽
十
一
宿
の
最
北
端
に
あ
た
る
、

谷
の
中
央
に
ひ
と
筋
に
の
び
る
長

閑
な
宿
場
町
。
中
ほ
ど
に
は
、
国

の
重
要
文
化
財
「
深
澤
家
住
宅
」、

北
の
出
口
に
は
復
元
さ
れ
た
「
贄
川

関
所
」
が
。
ま
た
室
町
時
代
作
の
十

一
面
観
音
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
一

位
一
刀
彫
の
薬
師
如
来
像
を
祀
る

「
観
音
寺
」、
社
殿
に
美
し
い
彫
刻

が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
「
麻
衣
廼
（
あ
さ

ぎ
ぬ
の
）
神
社
」
な
ど
が
見
ど
こ
ろ

で
す
。（
塩
尻
市
）

上
松
は
昔
か
ら
木
曽
ひ
の
き
の
集

散
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
宿
場
町
。

材
木
奉
行
所
跡
や
、
玉
林
院
、
名
勝

「
寝
覚
の
床
」
が
あ
り
、
奇
岩
の
幻

想
的
な
景
観
は
、
浦
島
太
郎
伝
説

が
残
る
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
北
端
の
木
曽
川
沿
い
に
は
、
街

道
き
っ
て
の
難
所
「
木
曽
の
棧
」
の

石
積
が
残
さ
れ
、
在
り
し
日
の
面
影

を
伝
え
て
い
ま
す
。
赤
沢
自
然
休
養

林
の
玄
関
口
と
し
て
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。（
上
松
町
）

分
水
嶺
で
あ
る
鳥
居
峠
を
ひ
か
え
、

ま
た
飛
騨
街
道
の
追
分
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
た
薮
原
宿
。
火
災
で
往
時

の
面
影
は
薄
れ
た
も
の
の
、
お
六

櫛
の
里
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
、

今
も
道
の
駅
等
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
六
櫛
、
ね
ず
こ
細
工
の

資
料
を
展
示
す
る
「
木
祖
村
郷
土

館
」
も
ぜ
ひ
訪
ね
て
み
た
い
所
で

す
。（
木
祖
村
）

須原宿の水舟／SUHARA JUKU

定勝寺／JOSHOJI TEMPLE木曽の棧／KISONOKAKEHASHI

木祖村郷土館／ KISO VILLAGE LOCAL MUSEUM

鳥居峠／TORII PASS

贄川関所／NIEKAWASEKISHO

塩尻市洗馬宿邂逅（あふた）の清水／AFUTANOSHIMIZU 塩尻市本山宿／MOTOYAMAJUKU

●徳音寺 TOKUONJI TEMPLE

●木曽路七福神 KISO SHICHIFUKUJIN

国道19号沿いの福の神を祀る7つのお寺。信仰
心が強く人情に厚い木曽ならではの霊場です。
（光徳寺恵比寿・南木曽町妻籠／妙覚寺大黒天・大桑村
野尻／定勝寺布袋尊・大桑村須原／臨川寺弁財天・上松
町寝覚／興禅寺吉祥天・木曽町福島向城／徳音寺毘沙門
天・木曽町日義宮ノ越／大宝寺寿老人・塩尻市奈良井）

贄川宿

奈良井宿
薮原宿

宮ノ越宿
福島宿

上松宿

須原宿
野尻宿

三留野宿

妻籠宿

馬籠宿
落合宿

中津川宿

恵比寿（光徳寺）

大黒天（妙覚寺）

岩出観音堂

布袋尊（定勝寺）

弁財天（臨川寺）

吉祥天（興禅寺）
寿老人（大宝寺）

毘沙門天（徳音寺）

木曽義仲が母小枝御前を葬った寺
で、一族の菩提寺。境内には義
仲・巴御前らの墓がある。

か
つ
て
の
面
影
を
忍
ば
せ

江
戸
日
本
橋
へ
の
中
山
道

四
大
関
所
の
ひ
と
つ
、
福
島
関
所

が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
福
島

宿
。
崖
家
造
り
の
家
が
木
曽
川
に

沿
っ
て
建
ち
並
び
ま
す
。
名
所
旧

跡
も
多
く
、「
福
島
関
所
資
料
館
」、

尾
張
藩
の
木
曽
代
官
屋
敷
「
山
村
代

官
屋
敷
」、
木
曽
氏
の
菩
提
寺
で
枯

山
水
の
庭
園
が
見
事
な
「
興
禅
寺
」、

藤
村
ゆ
か
り
の
「
高
瀬
家
」
な
ど
、

木
曽
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
木
曽
町
福
島
）

夜明けの奈良井宿／NARAIJUKU 上松宿寝覚「たせや」と「越前屋」／AGEMATSUJUKU NEZAME

懸崖造りの観音堂。馬頭観音が祀
られ、多くの絵馬が奉納されていま
す。木曽街道六十九次「伊奈川橋
遠景」の図にも描かれています。

宮
ノ
越
宿 M

IYANOKOSHI

奈
良
井
宿 N

A
R

A
I

須
原
宿 S

U
H

A
R

A

福
島
宿 FU

K
U

S
H

IM
A

贄
川
宿 N

IE
K

A
W

A

上
松
宿 A

G
E

M
A

TS
U

薮
原
宿 Y

A
B

U
H

A
R

A

●福島宿上の段
FUKUSHIMAJUKU-UENODAN

袖卯建や千本格子、なまこ壁
の土蔵が残る中山道の懐かし
い町並み。歴史と今日の感性
が心地よく同居し、語らいや味
わい、そしてふれあいが生ま
れる空間です。（木曽町福島）

●福島関所跡
 FUKUSHIMASEKISHO

下番所、上番所などが復元さ
れ、関所資料館として各種資
料を展示。

塩尻宿
洗馬宿

本山宿

Kiso is a nostalgic destination for visitors to enjoy an incredibly serene landscape.

中山道木曽路
OLD STREET AND TOWN
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ゆ
っ
く
り
歩
く
ほ
ど
に
、

気
持
ち
が

ほ
ぐ
れ
て
い
く
よ
う
。

枝
垂
れ
桜
が
青
空
に
咲
き
誇
る
山
里
の
春
。

木
曽
の
山
々
に
蝉
の
声
が
あ
ふ
れ
、

涼
し
げ
な
宿
場
の
水
場
に
ほ
っ
と
憩
う
夏
。

軒
下
の
干
し
柿
、
つ
る
べ
落
と
し
の
陽
に
染
ま
る
秋
。

外
は
木
枯
ら
し
、
静
ま
り
か
え
っ
た
囲
炉
裏
端
で
、

火
の
は
ぜ
る
音
に
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
す
冬
。

笑
顔
で
に
ぎ
わ
う
往
来
、
人
影
も
ま
ば
ら
な
夕
暮
れ
、

ど
の
季
節
に
も
旅
愁
が
漂
う
木
曽
路
。

木
曽
大
工
の
故
郷
ら
し
く
、
細
工

や
彫
刻〝
持
ち
送
り
〞を
ほ
ど
こ
し

た
家
が
往
時
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

木
曽
義
仲
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
り
、

義
仲
の
菩
提
寺
「
徳
音
寺
」、
平
家

追
討
の
旗
挙
げ
を
し
た
「
旗
挙
八
幡

宮
」、
戦
勝
祈
願
の
「
南
宮
神
社
」、

資
料
館
「
義
仲
館
」
な
ど
、
歴
史
探

訪
の
見
ど
こ
ろ
が
豊
富
。「
巴
淵
」

の
ヤ
マ
ブ
キ
、
紅
葉
の
美
し
い
景
色

も
見
事
で
す
。（
木
曽
町
日
義
）

奈
良
井
宿
は
難
所
・
鳥
居
峠
の
ふ

も
と
に
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
は

「
奈
良
井
千
軒
」
と
謳
わ
れ
栄
え
た

宿
場
。
妻
籠
宿
と
と
も
に
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
る
宿
場
に
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
中
村

邸
」「
上
問
屋
史
料
館
」
な
ど
見
ど

こ
ろ
も
い
っ
ぱ
い
。「
大
宝
寺
」
横

の
マ
リ
ア
地
蔵
や
庭
園
、「
八
幡
神

社
」
の
中
山
道
杉
並
木
や
二
百
地
蔵

も
か
つ
て
の
面
影
を
残
す
静
か
な

旧
跡
で
す
。（
塩
尻
市
）

木
曽
谷
の
中
で
は
最
も
古
く
に
栄

え
た
須
原
宿
。
清
水
が
湧
く
宿
場

町
と
し
て
軒
先
に
は
丸
太
を
く
り

ぬ
い
た
水
舟
が
置
か
れ
、
野
菜
や
果

物
を
浮
か
べ
る
情
緒
豊
か
な
光
景

が
昔
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た

重
文
の
定
勝
寺
本
堂
・
庫
裡
・
山
門

の
ほ
か
、
鶴
・
亀
蓬
莱
庭
園
や
東
洋

一
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
ダ
ル
マ
坐
像
も
見

も
の
で
す
。（
大
桑
村
）

※
定
勝
寺 

改
修
工
事
予
定

木
曽
の
谷
あ
い
を
抜
け
て
松
本
平
に

出
た
最
初
の
宿
が
本
山
宿
で
す
。
宿

場
に
入
る
と
道
幅
が
広
く
緩
や
か
に

曲
が
る
街
道
に
面
し
て
、
出
梁
造
り

の
町
家
が
雁
行
型
に
並
ぶ
美
し
い
町

並
み
が
見
所
で
す
。
ま
た
、
江
戸
時

代
の
文
献
「
風
俗
文
選
」に
は
本
山

宿
が「
そ
ば
切
り
発
祥
の
地
」
と
の

記
述
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。（
塩
尻
市
）

洗
馬
宿
は
、
木
曽
義
仲
が
愛
馬
を

洗
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
こ
の
名
が

あ
り
、
義
仲
が
家
臣
、
今
井
兼
平
と

会
っ
た
場
所
と
さ
れ
る「
邂
逅（
あ

ふ
た
）の
清
水
」は
、
時
代
を
超
え

て
清
水
を
湧
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た

宿
場
内
の
は
ず
れ
に
は
、
追
分
道
標

が
残
さ
れ
て
お
り
、
中
山
道
を
辿
っ

て
諏
訪
、
軽
井
沢
、
東
の
終
点
、
江

戸
日
本
橋
に
つ
づ
く
道
と
、
善
光
寺

へ
と
続
く
北
国
西
街
道（
善
光
寺
街

道
）の
分
岐
点
で
し
た
。（
塩
尻
市
）

木
曽
十
一
宿
の
最
北
端
に
あ
た
る
、

谷
の
中
央
に
ひ
と
筋
に
の
び
る
長

閑
な
宿
場
町
。
中
ほ
ど
に
は
、
国

の
重
要
文
化
財
「
深
澤
家
住
宅
」、

北
の
出
口
に
は
復
元
さ
れ
た
「
贄
川

関
所
」
が
。
ま
た
室
町
時
代
作
の
十

一
面
観
音
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
一

位
一
刀
彫
の
薬
師
如
来
像
を
祀
る

「
観
音
寺
」、
社
殿
に
美
し
い
彫
刻

が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
「
麻
衣
廼
（
あ
さ

ぎ
ぬ
の
）
神
社
」
な
ど
が
見
ど
こ
ろ

で
す
。（
塩
尻
市
）

上
松
は
昔
か
ら
木
曽
ひ
の
き
の
集

散
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
宿
場
町
。

材
木
奉
行
所
跡
や
、
玉
林
院
、
名
勝

「
寝
覚
の
床
」
が
あ
り
、
奇
岩
の
幻

想
的
な
景
観
は
、
浦
島
太
郎
伝
説

が
残
る
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
北
端
の
木
曽
川
沿
い
に
は
、
街

道
き
っ
て
の
難
所
「
木
曽
の
棧
」
の

石
積
が
残
さ
れ
、
在
り
し
日
の
面
影

を
伝
え
て
い
ま
す
。
赤
沢
自
然
休
養

林
の
玄
関
口
と
し
て
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。（
上
松
町
）

分
水
嶺
で
あ
る
鳥
居
峠
を
ひ
か
え
、

ま
た
飛
騨
街
道
の
追
分
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
た
薮
原
宿
。
火
災
で
往
時

の
面
影
は
薄
れ
た
も
の
の
、
お
六

櫛
の
里
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
、

今
も
道
の
駅
等
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
六
櫛
、
ね
ず
こ
細
工
の

資
料
を
展
示
す
る
「
木
祖
村
郷
土

館
」
も
ぜ
ひ
訪
ね
て
み
た
い
所
で

す
。（
木
祖
村
）

須原宿の水舟／SUHARA JUKU

定勝寺／JOSHOJI TEMPLE木曽の棧／KISONOKAKEHASHI

木祖村郷土館／ KISO VILLAGE LOCAL MUSEUM

鳥居峠／TORII PASS

贄川関所／NIEKAWASEKISHO

塩尻市洗馬宿邂逅（あふた）の清水／AFUTANOSHIMIZU 塩尻市本山宿／MOTOYAMAJUKU

●徳音寺 TOKUONJI TEMPLE

●木曽路七福神 KISO SHICHIFUKUJIN

国道19号沿いの福の神を祀る7つのお寺。信仰
心が強く人情に厚い木曽ならではの霊場です。
（光徳寺恵比寿・南木曽町妻籠／妙覚寺大黒天・大桑村
野尻／定勝寺布袋尊・大桑村須原／臨川寺弁財天・上松
町寝覚／興禅寺吉祥天・木曽町福島向城／徳音寺毘沙門
天・木曽町日義宮ノ越／大宝寺寿老人・塩尻市奈良井）

贄川宿

奈良井宿
薮原宿

宮ノ越宿
福島宿

上松宿

須原宿
野尻宿

三留野宿

妻籠宿

馬籠宿
落合宿

中津川宿

恵比寿（光徳寺）

大黒天（妙覚寺）

岩出観音堂

布袋尊（定勝寺）

弁財天（臨川寺）

吉祥天（興禅寺）
寿老人（大宝寺）

毘沙門天（徳音寺）

木曽義仲が母小枝御前を葬った寺
で、一族の菩提寺。境内には義
仲・巴御前らの墓がある。

か
つ
て
の
面
影
を
忍
ば
せ

江
戸
日
本
橋
へ
の
中
山
道

四
大
関
所
の
ひ
と
つ
、
福
島
関
所

が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
福
島

宿
。
崖
家
造
り
の
家
が
木
曽
川
に

沿
っ
て
建
ち
並
び
ま
す
。
名
所
旧

跡
も
多
く
、「
福
島
関
所
資
料
館
」、

尾
張
藩
の
木
曽
代
官
屋
敷
「
山
村
代

官
屋
敷
」、
木
曽
氏
の
菩
提
寺
で
枯

山
水
の
庭
園
が
見
事
な
「
興
禅
寺
」、

藤
村
ゆ
か
り
の
「
高
瀬
家
」
な
ど
、

木
曽
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
木
曽
町
福
島
）

夜明けの奈良井宿／NARAIJUKU 上松宿寝覚「たせや」と「越前屋」／AGEMATSUJUKU NEZAME

懸崖造りの観音堂。馬頭観音が祀
られ、多くの絵馬が奉納されていま
す。木曽街道六十九次「伊奈川橋
遠景」の図にも描かれています。

宮
ノ
越
宿 M

IYANOKOSHI

奈
良
井
宿 N

A
R

A
I

須
原
宿 S

U
H

A
R

A

福
島
宿 FU

K
U

S
H

IM
A

贄
川
宿 N

IE
K

A
W

A

上
松
宿 A

G
E

M
A

TS
U

薮
原
宿 Y

A
B

U
H

A
R

A

●福島宿上の段
FUKUSHIMAJUKU-UENODAN

袖卯建や千本格子、なまこ壁
の土蔵が残る中山道の懐かし
い町並み。歴史と今日の感性
が心地よく同居し、語らいや味
わい、そしてふれあいが生ま
れる空間です。（木曽町福島）

●福島関所跡
 FUKUSHIMASEKISHO

下番所、上番所などが復元さ
れ、関所資料館として各種資
料を展示。

塩尻宿
洗馬宿

本山宿

Kiso is a nostalgic destination for visitors to enjoy an incredibly serene landscape.

中山道木曽路
OLD STREET AND TOWN
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●
寝
覚
の
床

木
曽
川
の
奇
岩
と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
水
面
が
美
し
い
名
勝
。

床
岩
と
名
付
け
ら
れ
た
岩
の
上
で
、

帰
っ
て
き
た
浦
島
太
郎
が
寝
覚
め

た
と
伝
え
ら
れ
、
小
さ
な
祠
・
浦

島
堂
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
寝
覚

の
床
に
は
降
り
立
つ
こ
と
が
で
き
、

木
曽
八
景
の
幻
想
的
な
眺
め
を
堪

能
で
き
ま
す
。（
上
松
町
）

●田立の滝
（日本の滝百選・中央アルプス国定公園指定）
 TADACHINOTAKI  FALLS

田立の滝は、高さ40ｍの天河滝を
主瀑に、大小十あまりの滝や淵が
連なる渓谷。ＪＲ南木曽駅から車
で約30分で登山道入口。絶好の
ハイキングコースです。（南木曽町）

●こもれびの滝
KOMOREBINOTAKI FALLS

●清滝・新滝
KIYOTAKI FALLS

王滝村から田の原天然公園へ
向かう途中、大又川上流にあ
る清滝と新滝。清滝は御嶽修
験道修行の場として知られてい
ます。（王滝村）

●唐沢の滝
KARASAWANOTAKI FALLS

木曽福島から開田高原に向かう飛
騨街道地蔵峠の手前にある、高
さ約100mの滝です。（木曽町）

油木遊歩道の入口より数分のとこ
ろに現れるこもれびの滝。また遊
歩道を進むと見応えのある不易
の滝が見られます。（木曽町三岳）

●自然湖 LAKE SHIZENKO

長野県西部地震でできた天然
の湖。深さ約10m、最深部は
約20mもあります。（王滝村）

●奥木曽湖 LAKE OKUKISOKO

木曽川源流にあるダム湖で、新緑
や紅葉が湖面に映えるシーズンは多
くの観光客で賑わいます。自然石
で築かれたロックフィルダムの壮大さ
も好奇心を刺激します。（木祖村）

●小野の滝 ONONOTAKI FALLS

大桑村から上松町へ向かう国道沿いに
は、木曽八景のひとつ小野の滝が。歌川
広重の「木曽街道六十九次」にも描かれ
た名瀑を見ることができます。（上松町）

●乙姫岩 OTOHIMEIWA

木曽川の流れが浸食し
て出来たこの乙姫岩を
含め、この一帯を地元
では「竜宮」と呼んでい
ます。（中津川市山口） NEZAMENOTOKO

●
お
ん
た
け
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

●
御
嶽
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

全
長
二
、
三
三
三
ｍ
、
御
嶽
五
合
目
か

ら
七
合
目
ま
で
標
高
差
五
八
〇
ｍ
を

一
気
に
登
る
ゴ
ン
ド
ラ
。
山
頂
駅
舎
か

ら
は
木
曽
駒
ヶ
岳
、
乗
鞍
岳
、
槍
ヶ

岳
、
八
ヶ
岳
、
浅
間
山
な
ど
日
本
を

代
表
す
る
名
山
、
そ
し
て
幻
の
大
滝

が
展
望
で
き
ま
す
。（
木
曽
町
三
岳
）ONTAKE-ROPEWAY

二
〇
二
二
年
夏
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

御
嶽
山
の
歴
史
と
め
ぐ
み
・
地
域
の

文
化
・
安
全
に
登
山
す
る
た
め
の
最

新
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
施
設
で

す
。（
木
曽
町
・
王
滝
村
）

長野県立 御嶽山ビジターセンター「やまテラス王滝」
Mt. ONTAKE VISITOR CENTER

YAMA TERRACE OTAKI

木曽町 御嶽山ビジターセンター「さとテラス三岳」
Mt. ONTAKE VISITOR CENTER

SATO TERRACE MITAKE

裾
野
を
大
き
く
広
げ
、
木
曽
谷
を
象
徴
す
る
霊
峰
御
嶽
山
。

中
央
ア
ル
プ
ス
の
主
峰
、
木
曽
駒
ヶ
岳
。

視
界
が
放
た
れ
、
心
が
す
く
よ
う
な
雄
大
な
高
原
。

清
水
を
た
た
え
て
流
れ
る
渓
流
や
大
小
の
滝
。

木
曽
路
の
ゆ
た
か
な
美
し
い
四
季
と
対
話
す
る

清
々
し
い
旅
の
は
じ
ま
り
で
す
。

裾
野
を
大
き
く
広
げ
、
木
曽
谷
を
象
徴
す
る
霊
峰
御
嶽
山
。

中
央
ア
ル
プ
ス
の
主
峰
、
木
曽
駒
ヶ
岳
。

視
界
が
放
た
れ
、
心
が
す
く
よ
う
な
雄
大
な
高
原
。

清
水
を
た
た
え
て
流
れ
る
渓
流
や
大
小
の
滝
。

木
曽
路
の
ゆ
た
か
な
美
し
い
四
季
と
対
話
す
る

清
々
し
い
旅
の
は
じ
ま
り
で
す
。

●阿寺渓谷
ATERA VALLEY
エメラルドグリーンの清流
と、深い国有林に囲まれ
た緑豊かな景勝地。随
所に滝や淵が点在し、澄
み切った水が巨石の間を
流れるこの渓谷は四季
折々に美しく、訪れる人
を魅了します。（大桑村）

標
高
三
、〇
六
七
メ
ー
ト
ル
の
剣
ヶ
峰
を
主
峰
に
、
　

五
峰
五
池
を
擁
し
て
雄
大
な
裾
野
を
広
げ
る
御
嶽
山
。

古
く
か
ら
富
士
山
、
立
山
、
白
山
な
ど
と
並
ぶ
霊
峰
と
し
て
知
ら
れ
、

多
く
の
登
拝
者
・
登
山
者
を
迎
え
て
き
ま
し
た
。

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
ま
た
自
然
の
恵
み
豊
か
な
御
嶽
山
は
、

敬
い
と
親
し
み
を
込
め
て〝
お
山
〞と
も
呼
ば
れ
る

木
曽
を
象
徴
す
る
山
で
す
。

日
本
百
名
山

霊
峰
・ 

御
嶽
山

遙
か
な
り

山
と
渓
谷
を
行
く

木
曽
谷
の
東
に
そ
び
え
る
中
央
ア
ル

プ
ス
の
主
峰
。
標
高
二
、
九
五
六
ｍ

の
山
頂
か
ら
は
御
嶽
山
、
南
ア
ル
プ

ス
、
そ
の
向
こ
う
に
富
士
山
も
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
山
口
が
あ
る

上
松
町
、
木
曽
町
か
ら
は
、
秀
峰
を

仰
ぐ
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
３
月
に
は
、

木
曽
山
脈
の
ほ
ぼ
全
域（
南
北
約
一

〇
〇
ｋ
ｍ
）と
、
寝
覚
の
床
、
田
立

の
滝
周
辺
地
域
が「
中
央
ア
ル
プ
ス

国
定
公
園
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
上
松
町
、
木
曽
町
、
大
桑
村
）

木
曽
谷
の
東
に
そ
び
え
る
中
央
ア
ル

プ
ス
の
主
峰
。
標
高
二
、
九
五
六
ｍ

の
山
頂
か
ら
は
御
嶽
山
、
南
ア
ル
プ

ス
、
そ
の
向
こ
う
に
富
士
山
も
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
山
口
が
あ
る

上
松
町
、
木
曽
町
か
ら
は
、
秀
峰
を

仰
ぐ
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
３
月
に
は
、

木
曽
山
脈
の
ほ
ぼ
全
域（
南
北
約
一

〇
〇
ｋ
ｍ
）と
、
寝
覚
の
床
、
田
立

の
滝
周
辺
地
域
が「
中
央
ア
ル
プ
ス

国
定
公
園
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
上
松
町
、
木
曽
町
、
大
桑
村
）

中
央
ア
ル
プ
ス

中
央
ア
ル
プ
ス

木
曽
駒
ヶ
岳

木
曽
駒
ヶ
岳●柿其渓谷 KAKIZORE RAVINE

木曽川の支流、柿其川の美しいＶ
字谷の秘境。春にはツツジやシャ
クナゲが見られ、秋には紅葉が旅
人の目を楽しませます。
（南木曽町）

遙
か
な
り

山
と
渓
谷
を
行
く

A visit to the majestic Mt. Ontakesan is always
 recommended when coming to Kiso.

山と渓谷
FOR MOUNTAIN AND RIVER
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●
寝
覚
の
床

木
曽
川
の
奇
岩
と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
水
面
が
美
し
い
名
勝
。

床
岩
と
名
付
け
ら
れ
た
岩
の
上
で
、

帰
っ
て
き
た
浦
島
太
郎
が
寝
覚
め

た
と
伝
え
ら
れ
、
小
さ
な
祠
・
浦

島
堂
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
寝
覚

の
床
に
は
降
り
立
つ
こ
と
が
で
き
、

木
曽
八
景
の
幻
想
的
な
眺
め
を
堪

能
で
き
ま
す
。（
上
松
町
）

●田立の滝
（日本の滝百選・中央アルプス国定公園指定）
 TADACHINOTAKI  FALLS

田立の滝は、高さ40ｍの天河滝を
主瀑に、大小十あまりの滝や淵が
連なる渓谷。ＪＲ南木曽駅から車
で約30分で登山道入口。絶好の
ハイキングコースです。（南木曽町）

●こもれびの滝
KOMOREBINOTAKI FALLS

●清滝・新滝
KIYOTAKI FALLS

王滝村から田の原天然公園へ
向かう途中、大又川上流にあ
る清滝と新滝。清滝は御嶽修
験道修行の場として知られてい
ます。（王滝村）

●唐沢の滝
KARASAWANOTAKI FALLS

木曽福島から開田高原に向かう飛
騨街道地蔵峠の手前にある、高
さ約100mの滝です。（木曽町）

油木遊歩道の入口より数分のとこ
ろに現れるこもれびの滝。また遊
歩道を進むと見応えのある不易
の滝が見られます。（木曽町三岳）

●自然湖 LAKE SHIZENKO

長野県西部地震でできた天然
の湖。深さ約10m、最深部は
約20mもあります。（王滝村）

●奥木曽湖 LAKE OKUKISOKO

木曽川源流にあるダム湖で、新緑
や紅葉が湖面に映えるシーズンは多
くの観光客で賑わいます。自然石
で築かれたロックフィルダムの壮大さ
も好奇心を刺激します。（木祖村）

●小野の滝 ONONOTAKI FALLS

大桑村から上松町へ向かう国道沿いに
は、木曽八景のひとつ小野の滝が。歌川
広重の「木曽街道六十九次」にも描かれ
た名瀑を見ることができます。（上松町）

●乙姫岩 OTOHIMEIWA

木曽川の流れが浸食し
て出来たこの乙姫岩を
含め、この一帯を地元
では「竜宮」と呼んでい
ます。（中津川市山口） NEZAMENOTOKO

●
お
ん
た
け
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

●
御
嶽
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

全
長
二
、
三
三
三
ｍ
、
御
嶽
五
合
目
か

ら
七
合
目
ま
で
標
高
差
五
八
〇
ｍ
を

一
気
に
登
る
ゴ
ン
ド
ラ
。
山
頂
駅
舎
か

ら
は
木
曽
駒
ヶ
岳
、
乗
鞍
岳
、
槍
ヶ

岳
、
八
ヶ
岳
、
浅
間
山
な
ど
日
本
を

代
表
す
る
名
山
、
そ
し
て
幻
の
大
滝

が
展
望
で
き
ま
す
。（
木
曽
町
三
岳
）ONTAKE-ROPEWAY

二
〇
二
二
年
夏
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

御
嶽
山
の
歴
史
と
め
ぐ
み
・
地
域
の

文
化
・
安
全
に
登
山
す
る
た
め
の
最

新
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
施
設
で

す
。（
木
曽
町
・
王
滝
村
）

長野県立 御嶽山ビジターセンター「やまテラス王滝」
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木曽町 御嶽山ビジターセンター「さとテラス三岳」
Mt. ONTAKE VISITOR CENTER
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界
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が
す
く
よ
う
な
雄
大
な
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原
。

清
水
を
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え
て
流
れ
る
渓
流
や
大
小
の
滝
。

木
曽
路
の
ゆ
た
か
な
美
し
い
四
季
と
対
話
す
る

清
々
し
い
旅
の
は
じ
ま
り
で
す
。
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●阿寺渓谷
ATERA VALLEY
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と、深い国有林に囲まれ
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所に滝や淵が点在し、澄
み切った水が巨石の間を
流れるこの渓谷は四季
折々に美しく、訪れる人
を魅了します。（大桑村）

標
高
三
、〇
六
七
メ
ー
ト
ル
の
剣
ヶ
峰
を
主
峰
に
、
　

五
峰
五
池
を
擁
し
て
雄
大
な
裾
野
を
広
げ
る
御
嶽
山
。

古
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ら
富
士
山
、
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山
、
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と
並
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霊
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れ
、

多
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。
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す
る
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。

日
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霊
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御
嶽
山

遙
か
な
り

山
と
渓
谷
を
行
く

木
曽
谷
の
東
に
そ
び
え
る
中
央
ア
ル

プ
ス
の
主
峰
。
標
高
二
、
九
五
六
ｍ

の
山
頂
か
ら
は
御
嶽
山
、
南
ア
ル
プ

ス
、
そ
の
向
こ
う
に
富
士
山
も
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
山
口
が
あ
る

上
松
町
、
木
曽
町
か
ら
は
、
秀
峰
を

仰
ぐ
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
３
月
に
は
、

木
曽
山
脈
の
ほ
ぼ
全
域（
南
北
約
一

〇
〇
ｋ
ｍ
）と
、
寝
覚
の
床
、
田
立

の
滝
周
辺
地
域
が「
中
央
ア
ル
プ
ス

国
定
公
園
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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ル
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ス

木
曽
駒
ヶ
岳

木
曽
駒
ヶ
岳●柿其渓谷 KAKIZORE RAVINE

木曽川の支流、柿其川の美しいＶ
字谷の秘境。春にはツツジやシャ
クナゲが見られ、秋には紅葉が旅
人の目を楽しませます。
（南木曽町）

遙
か
な
り

山
と
渓
谷
を
行
く

A visit to the majestic Mt. Ontakesan is always
 recommended when coming to Kiso.

山と渓谷
FOR MOUNTAIN AND RIVER
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●フクジュソウ 
木曽に遅い春の訪れを告げる
福寿草。日当たりの良い斜面
に咲きほころびます。
（木祖村ほか）

●アカヤシオ
春浅い山や野辺で、いちはや
く淡い桃色の花を木いっぱい
に咲かせます。ひっそりと、
しかし力強く咲く姿がとても印
象的です。（上松町・赤沢）

木
曽
路
の

紅
葉

●ミズバショウ 
清楚な白い花が印象的。山あ
いの水辺に群落する神秘な景
色に心が洗われるかのよう。
（4月中旬～5月中旬頃）

●コブシ 
早春の山合いにコブシの高木を見
つけることができます。枝いっぱ
いの大形の白い花弁は野趣あふ
れる美しさです。（4～5月中旬頃）

●キソガワサツキ
木曽川や支流の渓流の岩の割
れ目に、鮮やかな紅色の花を
つける春の花。（5～7月頃）

●ワスレナグサ 
水色の優しい花。木曽路の
野辺や高原で見事な群生を見
ることができます。（6～9月
下旬頃）

●コマクサ
高山植物の女王と呼ばれる可
憐で印象的な花。御嶽山や木
曽駒ヶ岳など、標高の高い山々
でよく見かけます。（7～8月頃）

●ソバの花
小さくて白い花があたり一面
を埋め尽くします。そばの里・
木曽ならではの雄大な風景で
す。（8月中旬～8月下旬見頃）

●興禅寺の桜
木曽義仲公お手植えの二代目と伝えられる興禅寺のシダレザクラは、
木曽路に春を告げる淡紅色の彩りです。（木曽町福島）

●オオヤマレンゲ
赤沢を代表する名花。初
夏、緑の林の中で純白の
気品漂う美しさです。
（上松町）

●天白公園のツツジ
古くからツツジの名所
で、珍種ナギソミツバ
ツツジも鑑賞できま
す。見頃は4月上旬～
中旬。祭り期間中は、
地元の出店や花見客
など大勢の人で賑わい
ます。（南木曽町）

野
辺
の
彩
り

山
あ
い
の
花
景
色

野
辺
の
彩
り

山
あ
い
の
花
景
色

●
水
木
沢
天
然
林

木
曽
川
源
流
の
ひ
と
つ
「
水
木
沢
天

然
林
」
は
日
本
で
も
め
ず
ら
し
い
針

葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
生
し
て
い
る

天
然
林
で
す
。
澄
ん
だ
水
は
環
境

省
の
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。（
木
祖
村
）

●
油
木
美
林

ヒ
ノ
キ
、
ア
ス
ナ
ロ
、
サ
ワ
ラ
な

ど
樹
齢
三
百
年
を
数
え
る
樹
木
が

生
い
繁
る
原
生
林
、
学
術
参
考
林
。

太
古
の
森
の
姿
を
伝
え
る
森
林
内

の
遊
歩
道
で
、
神
秘
の
大
自
然
を

満
喫
。（
木
曽
町
三
岳
）

ABURAGI RECREATIONAL FOREST

 AKASAWA RECREATION FOREST

幾
百
年
の
歳
月
を
寡
黙
に
語
る
檜
の
森
は
、

樹
々
た
ち
が
放
つ
清
々
し
い
香
り
に
満
ち
、
神
秘
の
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
。

都
会
の
喧
噪
を
離
れ
、
自
然
に
帰
る
森
の
散
策
。

心
と
身
体
に
元
気
を
取
り
戻
す
、
深
く
美
し
い
森
が
人
を
優
し
く
迎
え
ま
す
。

緑
を
、
香
り
を
、
静
寂
を
浴
び
て

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
森
を
歩
く
。

●
赤
沢
自
然
休
養
林

伊
勢
神
宮
の
用
材
林
と
し
て
保
護
さ

れ
て
き
た
た
め
、
樹
齢
三
百
年
を
超

え
る
大
樹
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
森
林
浴
発
祥
の
地
で
あ
る
林
内

に
は
七
本
の
森
林
浴
コ
ー
ス
や
観
光

客
を
乗
せ
て
走
る
赤
沢
森
林
鉄
道
が

あ
り
、
ま
た
森
林
資
料
館
、
森
林
鉄

道
記
念
館
な
ど
の
施
設
も
充
実
し
て

い
ま
す
。（
上
松
町
）

※
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
認
定

MIZUKIZAWA RECREATIONAL FOREST

自
然
は
友
人

自
然
は
友
人

爽
や
か
な
風
を
浴
び
て

江戸時代尾張藩により保護された５種類の樹木が「木曽五
木」でした。今でも木曽の山々はこの木曽五木が主体となっ
て美林を形成しています。

ヒノキ（ヒノキ科）

サワラ（ヒノキ科）

ネズコ（ヒノキ科）

アスナロ（ヒノキ科）

コウヤマキ（コウヤマキ科）

木
曽
五
木

 

（
き
そ
ご
ぼ
く
）

森林散策／FOREST

森林鉄道／FOREST RAILWAY

Ⓡ

ス
ス
キ
が
輝
き
な
が
ら

秋
風
に
ゆ
れ
る
木
曽
路
。

秋
の
訪
れ
と
と
も
に

山
々
の
頂
は
紅
葉
に
彩
ら
れ
、

里
へ
と
駆
け
下
り
て
き
ま
す
。

阿寺渓谷の紅葉 御嶽山八合目の紅葉

森と四季の花
BEAUTIFUL FIELD

Kiso is rich with historical and cultural sites.A holiday in the forest and flower garden.
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●木曽福島スキー場　TEL.0264-27-6021
 https://kisofukushima-ski.com

マイペースで楽しめる、安心安全なスキー専門のゲレンデ

●氷雪の灯祭り
数千個のアイスキャンドル
を灯し、冬の宿場町を
彩ります。（木曽路全域）

福島宿／FUKUSHIMAJUKU

キャンプ（こだまの森）／CAMP（KODAMA NO MORI）

冬
の
木
曽
路

雪
と
光
の
造
形
美

塩尻市奈良井宿／NARAIJUKU

冬の妻籠宿／TSUMAGOJUKU

●白川氷柱群
SHIRAKAWA ICE COLUMNS

木曽町三岳白川の西野川右岸の崖に1
～２月頃姿を現す「白川氷柱群」。透明
感あふれる自然の芸術を描き、夜間は
ライトアップされます。（木曽町三岳）

茜
色
の
慕
情
、
灯
火
が
ほ
ん
の
り
温
か
い
旅
籠
の
障
子
窓
。

雪
と
氷
が
織
り
な
す
世
界
は
ど
こ
ま
で
も
美
し
く
、

一
見
の
価
値
の
あ
る
景
色
で
す
。

ゴルフ場（写真：木曽駒高原カントリークラブ）／GOLF

星空観察／STARGAZING

●
木
曽
馬
の
里

白
樺
、
カ
ラ
マ
ツ
林
に
囲
ま
れ
る

開
田
高
原
は
、
日
本
で
最
も
美
し

い
村
に
認
定
さ
れ
、
木
曽
馬
の
里

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
最
後
の
純
血
種
、
第
三
春
山

号
の
血
を
引
く
馬
が
保
護
育
成
さ

れ
、
年
間
を
通
し
見
学
や
、
乗
馬

体
験
も
で
き
ま
す
。（
木
曽
町
開

田
高
原
）

木曽スキーエリアは、御嶽スキー場（王滝村）、開田高原マイアスキー場（木曽町開田高
原）、木曽福島スキー場（木曽町新開）、やぶはら高原スキー場（木祖村）、野麦峠スキー
場（松本市奈川）。5つの洗練されたスキーリゾートがあります。

KISO
SKI AREA
● 木曽スキーエリア

●御嶽スキー場　TEL.0264-48-2240
 https://ontakeskijo.com/

歓
声
で
賑
わ
う
の
は
木
曽
ス
キ
ー
エ
リ
ア
。
雪
質
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ー
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
ラ
イ
ダ
ー
を
納
得
さ
せ
る
楽
し
さ
で
す
。

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
快
感

渓流釣り／FISHING

サイクリング／CYCLING

●自然湖 LAKE SHIZENKO 
昭和59年に長野県西部地震でできた天然の湖。湖面
に立ち枯れた木々が神秘的な印象を与えます。四季を
通して写真を撮る人が多い場所です。またカヌーツーリ
ングで湖上を散策することも人気が高まっています。
（王滝村）

●
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー

木
曽
谷
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
、
星
空
観
察
、
ゴ
ル
フ
、
渓
流
釣
り
、

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
ア
ウ
ト
ド

ア
レ
ジ
ャ
ー
に
も
最
適
で
す
。
自
然

あ
ふ
れ
る
遊
歩
道
、
木
曽
古
道
。
日

帰
り
登
山
な
ど
歩
く
楽
し
み
も
多
彩
。

心
と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
な
ら
、
自
然
の
な
か
が
い
ち
ば
ん
。

清
流
の
ほ
と
り
で
、

広
い
高
原
で
、
雑
木
林
や
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
、

自
分
に
帰
る
木
曽
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
。

遊
び
心
が
フ
ル
シ
ー
ズ
ン
全
開
の
お
お
ら
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。

風
も
光
も
さ
わ
や
か
な
木
曽
は
、

陽
気
で
逞
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
。

お
お
ら
か
な
休
日

自
然
と
遊
ぶ

自
然
と
遊
ぶ雪質の良さとダウンヒル3,000mが人気

●開田高原マイアスキー場　TEL.0264-44-1111
 https://miaski.jp

超ワイドなゲレンデに、雪質の良さとアイテムの多さが人気です！

●やぶはら高原スキー場　TEL.0264-36-1622
 https://www.yabuhara-kogen.jp

国道から10分の好立地にあり、多彩なコースが人気です

●野麦峠スキー場　TEL.0263-79-2246
 http://gakutoresort.jp/

全国屈指の高標高。中級者以上の方におススメです

野麦峠スキー場

KISOUMA HORSE PASTURE

アウトドアフィールド
OUTDOOR FIELD

Kiso is rich with historical and cultural sites.Kiso Natural Park is the place for both children and adults to enjoy together.
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●木曽福島スキー場　TEL.0264-27-6021
 https://kisofukushima-ski.com

マイペースで楽しめる、安心安全なスキー専門のゲレンデ

●氷雪の灯祭り
数千個のアイスキャンドル
を灯し、冬の宿場町を
彩ります。（木曽路全域）

福島宿／FUKUSHIMAJUKU

キャンプ（こだまの森）／CAMP（KODAMA NO MORI）

冬
の
木
曽
路

雪
と
光
の
造
形
美

塩尻市奈良井宿／NARAIJUKU

冬の妻籠宿／TSUMAGOJUKU
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●妻籠宿の脇本陣奥谷
WAKIHONJIN-OKUYA

明治天皇も立ち寄った大
名、公家の本陣に次ぐ旅
宿。資料館として公開されて
います。国の重要文化財に
指定。

●宮川家史料館
MIYAGAWAKE MUSEUM

宮川漆器店の奥の土蔵に
は、江戸時代は医師だった
宮川家に伝わる古文書、生
活用品、医療器具などが展
示されています。（木祖村）

●福沢桃介記念館
FUKUZAWA MOMOSUKE
MEMORIAL HALL

福沢桃介が大正時代に建
てた別荘。レンガ造りの建
物には桃介とそのパート
ナーで女優の川上貞奴の
遺品が展示されています。
（南木曽町）

MOMOSUKEBASHI SUSPENSION BRIDGE

HIGASHIYAMA KAII KOKORONOTABIJIKAN ART MUSEUM

TAKASEKE  TOSON MEMORIAL MUSEUM

TOSON MEMORIAL MUSEUMKAMIDONYA MUSEUM

上松町木曽の棧中津川市馬籠 大桑村須原 塩尻市木曽平沢

●東山魁夷心の旅路館
木曽を訪れた巨匠・東山魁夷画
伯。旅でうけた心のふれあいが縁
となり、旧山口村に寄贈された版
画作品を公開しています。「道の
駅」賤母一画の森の小さな美術館
で鑑賞することができます。
（中津川市山口）

●桃介橋
福沢桃介が水力発電開発のために木曽川に架けた吊橋で、
全長247m、日本でも最大級の木橋です。近代化遺産として
国の重要文化財に指定。（南木曽町）

●木曽街道の句碑
木曽路を旅した俳人松尾芭蕉、正岡子規の句が旧街道や峠の碑に刻まれています。
（木曽各所に点在）

 YAMASHITAKE

●
県
宝
山
下
家
住
宅

木
曽
の
資
産
家
・
木
曽
谷
三
大
持

馬
の
家
に
数
え
ら
れ
、
贅
を
尽
く

し
た
本
棟
造
り
の
破
風
と
懸
魚
が

特
徴
の
山
下
家
。
囲
炉
裏
や
正
座

敷
の
書
画
な
ど
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
開
田
考
古
博
物
館
も

隣
接
。（
木
曽
町
開
田
高
原
）

●
藤
村
記
念
館

藤
村
の
生
家
、
馬
籠
本
陣
跡
に
あ
る

文
学
館
。
復
元
さ
れ
た
冠
木
門
を
く

ぐ
る
と
回
廊
式
の
記
念
堂
・
隠
居

所
・
研
究
室
・
第
二
文
庫（
企
画
展

示
室
）・
第
三
文
庫（
常
設
展
示
室

な
ど
）が
あ
り
ま
す
。（
馬
籠
宿
）

●
高
瀬
資
料
館

福
島
関
所
跡
の
隣
。
藤
村
の
姉
「
そ

の
」
が
嫁
ぎ
、
小
説
「
家
」
の
モ
デ

ル
に
な
っ
た
旧
家
。
土
蔵
に
は
写

真
・
手
紙
ほ
か
藤
村
の
遺
品
に
関

す
る
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。（
木
曽
町
福
島
）

●
手
塚
家
住
宅（
上
問
屋
史
料
館
）

宿
場
に
集
ま
る
荷
物
を
管
理
し
、
人

足
・
伝
馬
な
ど
を
手
配
し
た
昔
の
問

屋
。
二
七
〇
余
年
も
の
間
、
問
屋
を

務
め
た
手
塚
家
だ
け
に
、
古
文
書
、

宿
絵
図
な
ど
貴
重
な
史
料
も
豊
富
に

収
蔵
し
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。（
塩
尻
市
奈
良
井
）

●
木
曽
郷
土
館

山
村
代
官
屋
敷
の
手
前
、
土
蔵
造

り
の
中
に
は
、
藤
村
の
著
書
初
版

本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
書
画
、
ま
た

石
井
鶴
三
氏
の
彫
刻
に
よ
る
藤
村

像
、
地
元
の
考
古
資
料
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
木
曽
町
福
島
）

●
隠
居
所

明
治
二
八
年
の
大
火
で
焼
け
残
っ

た
祖
父
母
の
隠
居
所
。
幼
い
藤
村

が
勉
強
し
た
部
屋
で
も
あ
り
ま
す
。

展
示
室
に
は
「
夜
明
け
前
」
の
原
稿

の
他
、
書
簡
・
蔵
書
・
写
真
・
遺
品

な
ど
、
藤
村
の
生
涯
に
わ
た
る
約
六

千
点
の
資
料
が
所
蔵
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。（
馬
籠
宿
）

●
島
崎
藤
村

近
代
文
学
を
代
表
す
る
文
豪
、
島
崎

藤
村
。
馬
籠
宿
の
島
崎
家
の
四
男
と

し
て
生
ま
れ
、
九
歳
で
上
京
。
詩

集「
若
菜
集
」ほ
か
木
曽
を
舞
台
に
し

た
長
編
歴
史
小
説「
夜
明
け
前
」「
家
」

な
ど
の
名
作
を
発
表
し
、
自
然
主
義

の
極
致
と
い
わ
れ
た
作
品
は
、
文
壇

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

MONUMENT OF HAIKU

島崎藤村「夜明け前」自筆原稿　MANUSCRIPTS OF “YOAKEMAE”

文
学
歴
史
に
親
し
む

知
的
な
時
間

松
尾
芭
蕉
や
正
岡
子
規
が
た
ど
っ
た
峠
の
細
道
を
歩
い
て
み
る
。

島
崎
藤
村
が
綴
っ
た
小
説
の
舞
台
に
立
っ
て
み
る
。

電
力
王
・
福
沢
桃
介
の
情
熱
の
軌
跡
を
振
り
返
る
。

た
ど
り
つ
い
た
風
景
は
、
彼
ら
の
目
に
映
っ
た
ま
ま
の
木
曽
谷
。

文
学
の
世
界
を
一
つ
ひ
と
つ
な
ぞ
り
、

歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
知
的
な
休
日
。

木
曽
路
の
魅
力
が
さ
ら
に
増
し
て
い
き
ま
す
。

趣
味
仲
間
と
一
緒
に
そ
ぞ
ろ
歩
き
。

学
び
が
嬉
し
い
、
木
曽
の
歴
史
紀
行
。

上松町寝覚の床上松町寝覚の床

TOSON SHIMAZAKI

  KISOKYODOKAN MUSEUM

文
学
歴
史
に
親
し
む

知
的
な
時
間

A wonderful holiday enlightened with the glories of literature, haiku and other cultural and historical amenities of Kiso.

文学と歴史
CULTURE POINTS
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全長247m、日本でも最大級の木橋です。近代化遺産として
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●木曽街道の句碑
木曽路を旅した俳人松尾芭蕉、正岡子規の句が旧街道や峠の碑に刻まれています。
（木曽各所に点在）
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曽
の
資
産
家
・
木
曽
谷
三
大
持

馬
の
家
に
数
え
ら
れ
、
贅
を
尽
く

し
た
本
棟
造
り
の
破
風
と
懸
魚
が

特
徴
の
山
下
家
。
囲
炉
裏
や
正
座

敷
の
書
画
な
ど
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
開
田
考
古
博
物
館
も

隣
接
。（
木
曽
町
開
田
高
原
）

●
藤
村
記
念
館

藤
村
の
生
家
、
馬
籠
本
陣
跡
に
あ
る

文
学
館
。
復
元
さ
れ
た
冠
木
門
を
く

ぐ
る
と
回
廊
式
の
記
念
堂
・
隠
居

所
・
研
究
室
・
第
二
文
庫（
企
画
展

示
室
）・
第
三
文
庫（
常
設
展
示
室

な
ど
）が
あ
り
ま
す
。（
馬
籠
宿
）

●
高
瀬
資
料
館

福
島
関
所
跡
の
隣
。
藤
村
の
姉
「
そ

の
」
が
嫁
ぎ
、
小
説
「
家
」
の
モ
デ

ル
に
な
っ
た
旧
家
。
土
蔵
に
は
写

真
・
手
紙
ほ
か
藤
村
の
遺
品
に
関

す
る
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。（
木
曽
町
福
島
）

●
手
塚
家
住
宅（
上
問
屋
史
料
館
）

宿
場
に
集
ま
る
荷
物
を
管
理
し
、
人

足
・
伝
馬
な
ど
を
手
配
し
た
昔
の
問

屋
。
二
七
〇
余
年
も
の
間
、
問
屋
を

務
め
た
手
塚
家
だ
け
に
、
古
文
書
、

宿
絵
図
な
ど
貴
重
な
史
料
も
豊
富
に

収
蔵
し
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。（
塩
尻
市
奈
良
井
）

●
木
曽
郷
土
館

山
村
代
官
屋
敷
の
手
前
、
土
蔵
造

り
の
中
に
は
、
藤
村
の
著
書
初
版

本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
書
画
、
ま
た

石
井
鶴
三
氏
の
彫
刻
に
よ
る
藤
村

像
、
地
元
の
考
古
資
料
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
木
曽
町
福
島
）

●
隠
居
所

明
治
二
八
年
の
大
火
で
焼
け
残
っ

た
祖
父
母
の
隠
居
所
。
幼
い
藤
村

が
勉
強
し
た
部
屋
で
も
あ
り
ま
す
。

展
示
室
に
は
「
夜
明
け
前
」
の
原
稿

の
他
、
書
簡
・
蔵
書
・
写
真
・
遺
品

な
ど
、
藤
村
の
生
涯
に
わ
た
る
約
六

千
点
の
資
料
が
所
蔵
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。（
馬
籠
宿
）

●
島
崎
藤
村

近
代
文
学
を
代
表
す
る
文
豪
、
島
崎

藤
村
。
馬
籠
宿
の
島
崎
家
の
四
男
と

し
て
生
ま
れ
、
九
歳
で
上
京
。
詩

集「
若
菜
集
」ほ
か
木
曽
を
舞
台
に
し

た
長
編
歴
史
小
説「
夜
明
け
前
」「
家
」

な
ど
の
名
作
を
発
表
し
、
自
然
主
義

の
極
致
と
い
わ
れ
た
作
品
は
、
文
壇

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

MONUMENT OF HAIKU

島崎藤村「夜明け前」自筆原稿　MANUSCRIPTS OF “YOAKEMAE”

文
学
歴
史
に
親
し
む

知
的
な
時
間

松
尾
芭
蕉
や
正
岡
子
規
が
た
ど
っ
た
峠
の
細
道
を
歩
い
て
み
る
。

島
崎
藤
村
が
綴
っ
た
小
説
の
舞
台
に
立
っ
て
み
る
。

電
力
王
・
福
沢
桃
介
の
情
熱
の
軌
跡
を
振
り
返
る
。

た
ど
り
つ
い
た
風
景
は
、
彼
ら
の
目
に
映
っ
た
ま
ま
の
木
曽
谷
。

文
学
の
世
界
を
一
つ
ひ
と
つ
な
ぞ
り
、

歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
知
的
な
休
日
。

木
曽
路
の
魅
力
が
さ
ら
に
増
し
て
い
き
ま
す
。

趣
味
仲
間
と
一
緒
に
そ
ぞ
ろ
歩
き
。

学
び
が
嬉
し
い
、
木
曽
の
歴
史
紀
行
。

上松町寝覚の床上松町寝覚の床

TOSON SHIMAZAKI

  KISOKYODOKAN MUSEUM

文
学
歴
史
に
親
し
む

知
的
な
時
間

A wonderful holiday enlightened with the glories of literature, haiku and other cultural and historical amenities of Kiso.

文学と歴史
CULTURE POINTS
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 RAPPOSHO

OGAWA WAKAMIYA SHRINE REISAI   HAKUSAN SHRINE SAIREI

写真／山口勝廣

●
白
山
神
社
祭
礼

（
五
月
五
日
・
十
月
第
三
日
曜
日
）

二
尺
余
り
の
巨
頭
の
獅
子
に
よ
る
、

典
雅
な
悪
魔
払
い
の
舞
の
奉
納
。
舞

の
後
、
こ
の
地
方
恒
例
の「
餅
投
げ
」

が
あ
り
お
神
酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

（
南
木
曽
町
）

●花馬祭り HANAUMA MATSURI

（10月第1日曜日）
鞍に花を飾った三頭の木曽馬が練り歩く、豊
作、家内安全などを祝う活気あふれる祭り。
最後は花を取り合い、虫除として田の畦に、ま
た厄除に家の入口に挿されます。（南木曽町）

●文化文政風俗絵巻之行列 BUNKABUNSEI FUZOKUEMAKI

（11月23日）
武士や駕篭かき、虚無僧、鳥追女、花嫁行列などが中山
道を往来し、江戸時代の風俗を楽しく再現。（南木曽町）

●奈良井宿場祭 NARAI SHUKUBASAI

（お茶壺道中／木曽漆器祭・奈良井宿場祭
の最終日）
徳川将軍家御用達のお茶を京都宇治から中
山道を経て運んだ道中を再現（日曜日の
み）。格式高い時代絵巻の行列が、新緑の
木曽路にくり広げられます。（塩尻市奈良井）

●水無神社例大祭
  SUIMU SHRINE REITAISAI

（7月22日・23日）
町中を練り歩いた白木の大みこし
を、23日夜に横に縦にと地面に転
がし壊してしまう「みこしまくり」。
天下の奇祭として知られています。
（木曽町福島）●木曽の手仕事市

KISO CRAFT FAIR

（9月中旬）
宿場町さんぽと同時に楽しむ、ちょっと
変わったクラフトフェア。中山道の街角
に工芸作家が多数出展。住民が運営
する手づくりイベントです。（木曽町）

●
木
曽
義
仲
旗
挙
げ
祭
り

　（ら
っ
ぽ
し
ょ
）

（
八
月
十
四
日
）

子
供
た
ち
が
松
明
を
灯
し

歌
を
唄
い
な
が
ら
義
仲
公

の
墓
詣
り
を
す
る
徳
音

寺
の
行
事
。
山
吹
山
に
松

明
で
描
く「
木
」の
文
字

が
印
象
的
で
す
。（
木
曽

町
日
義
）

●
小
川
若
宮
神
社
例
祭

（
四
月
下
旬
）

女
形
が
筆
を
く
わ
え
て
恨
み
の
詩
を

書
き
付
け
る「
葛
の
葉
の
舞
」が
演
じ

ら
れ
ま
す
。（
上
松
町
）

木
曽
義
仲
を
祭
る

神
社
例
大
祭

歳
時
記

●須佐男神社例祭
SUSAO SHRINE REISAI

（7月14日・15日）
御神体を神輿に移御し、白装束の
添守によって宿場内を巡行します。
坂を一気に駆け上がる「お山入り」
があります。（大桑村）

●鹿嶋神社例祭
KASHIMA SHRINE REISAI

（7月下旬）
チョウサやチョウサやの掛け声と
共に町に向かって出御し、御輿を
練りながら、前進後退をしたり激
しく押しあったりします。（大桑村）

●木曽漆器祭 KISO SHIKKI SAI

（6月第1金曜日から3日間）
木曽平沢を中心に楢川地区全
域で開催。漆器の名品・逸品・
掘出物がいっぱいです。（塩尻
市楢川地区）

御
嶽
の
神
々
を
祭
る

ONTAKEKYO DAIGOJINKASAI

●
御
嶽
教
大
御
神
火
祭

（
八
月
八
日
午
後
二
十
時
頃
〜
九
日
未
明
）

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
御
嶽
教
の
信
者
た
ち

が
、
霊
峰
・
御
嶽
山
の
登
拝
と
あ
わ
せ
て
行

う
荘
厳
な
火
祭
り
。（
木
曽
町
・
王
滝
村
）

●木曽音楽祭 KISO MUSIC FESTIVAL

（8月下旬）
毎年夏に行われる、「自然と音
楽の調和」をメインテーマとして
かかげるクラシックの祭典。日
本のトップレベルの演奏家を招
いて行われます。（木曽町）   YABUHARA SHRINE REITAISAI

●
薮
原
神
社
例
大
祭

（
七
月
第
二
金
曜
・
土
曜
開
催
）

総
ひ
の
き
造
り
の
屋
台
の
上
で
奉
納

さ
れ
る
、
雄
獅
子
と
雌
獅
子
の
舞
の

競
い
合
い
。
双
方
の
屋
台
及
び
神
輿

が
途
中
す
れ
ち
が
う「
寄
合（
よ
け
あ

い
）」の
場
面
は
迫
力
満
点
。（
木
祖
村
）

一
瞬
に
凝
縮
さ
れ
た

祈
り
の
心
、
人
々
の
歴
史
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
は
尽
き
な
い
。

魔
除
け
、
厄
除
け
、
家
内
安
全
、
す
べ
て
の
祈
り
を
厚
く
込
め
て
。

豊
作
、
天
下
泰
平
、
収
穫
の
喜
び
と
健
や
か
な
一
年
に
感
謝
を
捧
げ
て
。

木
曽
の
英
雄
、
義
仲
公
の
誇
ら
し
き
武
勇
を
心
か
ら
偲
ん
で
。

ふ
だ
ん
は
静
か
な
村
や
町
、
寡
黙
な
御
嶽
山
が

あ
る
日
一
転
、
晴
れ
舞
台
に
な
る
日
。

時
に
は
荒
々
し
い
奇
祭
と
な
っ
て
、

時
に
は
絢
爛
豪
華
な
時
代
絵
巻
と
な
っ
て
、

人
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
祭
り
の
数
々
。

素
晴
ら
し
い
時
を
共
に
楽
し
む
旅
人
を
、

木
曽
は
温
か
く
迎
え
ま
す
。

NARAI SIZUME SHRINE REITAISAI

●
奈
良
井
鎮
神
社
例
大
祭

（
八
月
十
一
日
・
十
二
日
）

本
祭
の
昼
す
ぎ
、
鎮
神
社
で
神
囃
子

を
奉
納
し
た
あ
と
、
行
列
を
組
ん
だ

お
練
り
が
、
通
囃
子
を
演
奏
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
宿
を
下
っ
て
行
き
ま

す
。 沿
道
の
家
々
は
、
ミ
セ
を
開
け
は

ら
い
、
若
衆
に
酒
を
つ
ぎ
、
御
馳
走
を

ふ
る
ま
い
ま
す
。（
塩
尻
市
奈
良
井
）

祭
り
の
鼓
動

伝
統
を
実
感
す
る

●駒ヶ岳神社例祭
 KOMAGATAKE SHRINE REISAI

（5月3日）
上松町徳原地区の里宮で太々神楽を奉納。白い天
狗の面をつけた四人が舞う様は迫力満点。国の選
択無形民俗文化財に指定されています。（上松町）

Traditional ceremonies are always the major part of any Kiso festival.

季節の祭り・芸能
TRADITIONAL FESTIVAL

−18−

 RAPPOSHO

OGAWA WAKAMIYA SHRINE REISAI   HAKUSAN SHRINE SAIREI

写真／山口勝廣
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日
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二
尺
余
り
の
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頭
の
獅
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に
よ
る
、
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悪
魔
払
い
の
舞
の
奉
納
。
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の
後
、
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の
地
方
恒
例
の「
餅
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」

が
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り
お
神
酒
が
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舞
わ
れ
ま
す
。

（
南
木
曽
町
）

●花馬祭り HANAUMA MATSURI

（10月第1日曜日）
鞍に花を飾った三頭の木曽馬が練り歩く、豊
作、家内安全などを祝う活気あふれる祭り。
最後は花を取り合い、虫除として田の畦に、ま
た厄除に家の入口に挿されます。（南木曽町）

●文化文政風俗絵巻之行列 BUNKABUNSEI FUZOKUEMAKI

（11月23日）
武士や駕篭かき、虚無僧、鳥追女、花嫁行列などが中山
道を往来し、江戸時代の風俗を楽しく再現。（南木曽町）

●奈良井宿場祭 NARAI SHUKUBASAI

（お茶壺道中／木曽漆器祭・奈良井宿場祭
の最終日）
徳川将軍家御用達のお茶を京都宇治から中
山道を経て運んだ道中を再現（日曜日の
み）。格式高い時代絵巻の行列が、新緑の
木曽路にくり広げられます。（塩尻市奈良井）

●水無神社例大祭
  SUIMU SHRINE REITAISAI

（7月22日・23日）
町中を練り歩いた白木の大みこし
を、23日夜に横に縦にと地面に転
がし壊してしまう「みこしまくり」。
天下の奇祭として知られています。
（木曽町福島）●木曽の手仕事市

KISO CRAFT FAIR

（9月中旬）
宿場町さんぽと同時に楽しむ、ちょっと
変わったクラフトフェア。中山道の街角
に工芸作家が多数出展。住民が運営
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●
木
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仲
旗
挙
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）

（
八
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）
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が
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仲
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墓
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り
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に
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で
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坂を一気に駆け上がる「お山入り」
があります。（大桑村）

●鹿嶋神社例祭
KASHIMA SHRINE REISAI

（7月下旬）
チョウサやチョウサやの掛け声と
共に町に向かって出御し、御輿を
練りながら、前進後退をしたり激
しく押しあったりします。（大桑村）

●木曽漆器祭 KISO SHIKKI SAI

（6月第1金曜日から3日間）
木曽平沢を中心に楢川地区全
域で開催。漆器の名品・逸品・
掘出物がいっぱいです。（塩尻
市楢川地区）

御
嶽
の
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々
を
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る
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●
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り
。（
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・
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楽の調和」をメインテーマとして
かかげるクラシックの祭典。日
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、
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作
、
天
下
泰
平
、
収
穫
の
喜
び
と
健
や
か
な
一
年
に
感
謝
を
捧
げ
て
。

木
曽
の
英
雄
、
義
仲
公
の
誇
ら
し
き
武
勇
を
心
か
ら
偲
ん
で
。

ふ
だ
ん
は
静
か
な
村
や
町
、
寡
黙
な
御
嶽
山
が

あ
る
日
一
転
、
晴
れ
舞
台
に
な
る
日
。

時
に
は
荒
々
し
い
奇
祭
と
な
っ
て
、

時
に
は
絢
爛
豪
華
な
時
代
絵
巻
と
な
っ
て
、

人
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
祭
り
の
数
々
。

素
晴
ら
し
い
時
を
共
に
楽
し
む
旅
人
を
、

木
曽
は
温
か
く
迎
え
ま
す
。

NARAI SIZUME SHRINE REITAISAI

●
奈
良
井
鎮
神
社
例
大
祭

（
八
月
十
一
日
・
十
二
日
）

本
祭
の
昼
す
ぎ
、
鎮
神
社
で
神
囃
子

を
奉
納
し
た
あ
と
、
行
列
を
組
ん
だ

お
練
り
が
、
通
囃
子
を
演
奏
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
宿
を
下
っ
て
行
き
ま

す
。 沿
道
の
家
々
は
、
ミ
セ
を
開
け
は

ら
い
、
若
衆
に
酒
を
つ
ぎ
、
御
馳
走
を

ふ
る
ま
い
ま
す
。（
塩
尻
市
奈
良
井
）

祭
り
の
鼓
動

伝
統
を
実
感
す
る

●駒ヶ岳神社例祭
 KOMAGATAKE SHRINE REISAI

（5月3日）
上松町徳原地区の里宮で太々神楽を奉納。白い天
狗の面をつけた四人が舞う様は迫力満点。国の選
択無形民俗文化財に指定されています。（上松町）

Traditional ceremonies are always the major part of any Kiso festival.

季節の祭り・芸能
TRADITIONAL FESTIVAL
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●南木曽ろくろ細工
NAGISO ROKURO CRAFTS
原木を荒削りし、美しい木目を際
立たせるよう入念にロクロを回し
て仕上げられる椀や盆。
（国指定伝統的工芸品）

●ヒノキ木工品 
HINOKI WOODWORKS

美しい艶と芳香、そ
して水に強いヒノ
キ。お土産に喜ば
れる暮らしの道具も
豊富です｡（県指定
伝統的工芸品）

●曲物 MAGEMONO
薄くて剥ぎやすいヒノキの特徴を
活かした曲物は、独特の木の香
と清潔感が人気です｡
（県指定伝統的工芸品）

●ひのき笠 HINOKIGASA

蘭は、古くから蘭笠と呼ばれるヒ
ノキ笠の産地。風通しが良く、水
に濡れると木肌がしまることか
ら、日笠・雨笠兼用として農耕用
に作られてきました。
（県指定伝統的工芸品）

アララギ

●アユ・イワナ・アマゴ
FRESH WATER FISH
木曽の清流で育った天然もの
は、野趣あふれる純な味。塩焼
や甘露煮がおすすめです。

●五平餅 GOHEIMOCHI
クルミ、醤油、砂糖、胡麻等を
混ぜたたれをつけて炭火であ
ぶる香ばしい味。木曽を代表
する名物です。

●手打ちそば SOBA
そば本来の味と香りが楽しめ
る挽きたての地粉を使い、冷
水で締めた喉越しが通をうなら
せます。木曽だけのすんきそば
もおすすめ。

●
木
曽
く
ら
し
の
工
芸
館

木
曽
の
木
工
・
漆
工
芸
品
を

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
市
場
、シ
ア

タ
ー
で
紹
介
・
販
売
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
形
式
の
拠
点
。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

メ
ダ
ル
も
こ
こ
の
工
房
で
作

ら
れ
ま
し
た
。（
塩
尻
市
）

●木曽漆器の街「木曽平沢」
Town of KISO lacquerware “KISO HIRASAWA”

暮らしの中に工房を構えた奥行きのある漆器
店が軒を並べる独特の佇まいが貴重であり、
漆工町として唯一、国の重要伝統的建物群
保存地区に選定されています。（塩尻市）

●樽・桶の「木味」
TARU&OKE WOODWORKS

樽、寿司桶や風呂桶。木曽の銘
木コウヤマキ、サワラ、ヒノキで
作られる逸品は、簡単な手入れさ
え怠らなければ何代も使えます。

●塩尻ワイン WINE

塩尻市には、個性豊かな15社のワイナ
リーと全国でも数少ないワイン醸造免許
を取得している塩尻志学館高校があり、
塩尻産ぶどうを原料に醸造されたワイン
は国内外のコンクールで優秀な成績を収
めています。

●ネズコ木工品
NEZUKO WOODWORKS

伝統の下駄、民芸の花
器、装飾材として使わ
れる木曽五木のひとつ
ネズコ。木理が緻密で
黒褐色の色合いが特徴
です。（県指定伝統的
工芸品）

（
一
財
）塩
尻
・
木
曽
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

●百草  HYAKUSO

黄柏エキスにコウボク・センブ
リ・ビャクジツ・ゲンノショウ
コなどの薬草を数多く配合。
代々伝わる腹薬・胃腸薬。

●自然水 NATURAL WATER

「日本の名水」に選ば
れた木曽の清水。御
嶽山や木曽川源流の
自然の味わい。

●どぶろくDOBUROKU

米、米こうじ、水のみ
を原料に酵母を加え
作ったどぶろく。甘い
香りが漂います。

●アイスクリーム
ICE CREAM

開田高原のアイスクリーム工
房は、夏には行列ができる
人気店。ヨーグルトやチー
ズもぜひお土産に。

●ますのうの花漬
MASUNOUNOHANATUKE

木曽で育てられた
虹鱒を、酢と塩と
おからで調理した
逸品。お酒との相
性も抜群です。

●赤かぶ AKAKABU

御嶽山の麓で古くから伝わ
る木曽のかぶ。鮮やかな
赤色、葉柄は太く、基部ま
で小葉がつきます。肉質は
やわらかいのが特徴です。

●木曽牛 KISO-BEEF

大自然に育まれた味わいは肉質
も柔らかくとてもジューシー。コ
クのある芳醇な美味しさです。

●すんき SUNKI

木曽のカブ菜を塩を使
わず乳酸発酵させた
冬の保存食。（12～3
月頃）

●そばまんじゅう SOBAMANJU

そば独特の風味とあんこの甘味が調
和したあっさりとした味わいです。

●ほお葉巻き HOHBAMAKI

小豆のあんが入った餅を、
朴（ほお）の葉で包んで蒸したもの。

（5～7月頃）

●木曽の栗子餅
CHESTNUTS CAKE

栗の風味が独特の甘
味を醸す、木曽の味
わい。昔ながらの味が
人気です。（9月上旬
～11月中旬頃）

●お六櫛 OROKUGUSHI 
手挽きで作られる櫛は
親子三代まで使えるほ
ど。髪の艶も自然に増す
といわれます。（県指定
伝統的工芸品）

●木曽漆器
KISO LACQUERWARE
（国指定伝統的工芸品）

KISO KURASHI NO KOUGEIKAN

工
芸
と
味
わ
い

伝
統
美
に
ふ
れ
る

暮
ら
し
の
知
恵
、
受
け
継
が
れ
た
匠
の
技
が
今
日
に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

木
曽
で
し
か
味
わ
え
な
い
美
味
し
さ
、
何
代
も
何
代
も
、

地
道
に
確
か
に
育
ま
れ
て
き
た
郷
土
の
誇
り
と
愛
情
。

温
も
り
の
あ
る
味
わ
い
と
手
触
り
、
そ
ん
な
魅
力
が
木
曽
路
の
命
で
す
。

味
覚
の
愉
し
み
、
手
に
し
た
い
素
敵
な
道
具
。

山
国
で
育
ま
れ
た
逸
品
を
、
旅
の
思
い
出
に
す
る
。

●そば
 SOBA

木曽路のお
土産に最適
なそば。

●高原野菜
ONTAKE HAKUSAI&CORN

冷涼な高原で収穫された白菜
やトウモロコシは、身も締まり
歯ごたえも甘味も絶妙。

●木曽おもちゃ美術館
KISO TOY MUSEUM

昭和3年に建てられた旧黒川小学校の敷地を舞
台にさまざまな遊びのコンテンツと体験メニューがあ
り、雄大な自然、偉大な歴史、語り継がれる文化
の魅力を、お楽しみいただけます。（木曽町福島）

●手打ちそば SOBA

●木曽路の地酒 
SAKE

水も空気も美味しい
木曽谷は、銘酒の
里。須原、木曽福
島、藪原に蔵元が
あり、それぞれの風
味が全国の愛飲家
を魅了しています。

●各種新工芸品
NEW WOODWORKS

機能やデザインなど現代風に
アレンジされた身近な工芸品
も人気を集めています。

Kiso is rich with many handicrafts and gourmet food.

伝統工芸と郷土の味
TRADITIONAL WORKS AND TASTES
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●南木曽ろくろ細工
NAGISO ROKURO CRAFTS
原木を荒削りし、美しい木目を際
立たせるよう入念にロクロを回し
て仕上げられる椀や盆。
（国指定伝統的工芸品）

●ヒノキ木工品 
HINOKI WOODWORKS

美しい艶と芳香、そ
して水に強いヒノ
キ。お土産に喜ば
れる暮らしの道具も
豊富です｡（県指定
伝統的工芸品）

●曲物 MAGEMONO
薄くて剥ぎやすいヒノキの特徴を
活かした曲物は、独特の木の香
と清潔感が人気です｡
（県指定伝統的工芸品）

●ひのき笠 HINOKIGASA

蘭は、古くから蘭笠と呼ばれるヒ
ノキ笠の産地。風通しが良く、水
に濡れると木肌がしまることか
ら、日笠・雨笠兼用として農耕用
に作られてきました。
（県指定伝統的工芸品）

アララギ

●アユ・イワナ・アマゴ
FRESH WATER FISH
木曽の清流で育った天然もの
は、野趣あふれる純な味。塩焼
や甘露煮がおすすめです。

●五平餅 GOHEIMOCHI
クルミ、醤油、砂糖、胡麻等を
混ぜたたれをつけて炭火であ
ぶる香ばしい味。木曽を代表
する名物です。

●手打ちそば SOBA
そば本来の味と香りが楽しめ
る挽きたての地粉を使い、冷
水で締めた喉越しが通をうなら
せます。木曽だけのすんきそば
もおすすめ。

●
木
曽
く
ら
し
の
工
芸
館

木
曽
の
木
工
・
漆
工
芸
品
を

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
市
場
、シ
ア

タ
ー
で
紹
介
・
販
売
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
形
式
の
拠
点
。

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

メ
ダ
ル
も
こ
こ
の
工
房
で
作

ら
れ
ま
し
た
。（
塩
尻
市
）

●木曽漆器の街「木曽平沢」
Town of KISO lacquerware “KISO HIRASAWA”

暮らしの中に工房を構えた奥行きのある漆器
店が軒を並べる独特の佇まいが貴重であり、
漆工町として唯一、国の重要伝統的建物群
保存地区に選定されています。（塩尻市）

●樽・桶の「木味」
TARU&OKE WOODWORKS

樽、寿司桶や風呂桶。木曽の銘
木コウヤマキ、サワラ、ヒノキで
作られる逸品は、簡単な手入れさ
え怠らなければ何代も使えます。

●塩尻ワイン WINE

塩尻市には、個性豊かな15社のワイナ
リーと全国でも数少ないワイン醸造免許
を取得している塩尻志学館高校があり、
塩尻産ぶどうを原料に醸造されたワイン
は国内外のコンクールで優秀な成績を収
めています。

●ネズコ木工品
NEZUKO WOODWORKS

伝統の下駄、民芸の花
器、装飾材として使わ
れる木曽五木のひとつ
ネズコ。木理が緻密で
黒褐色の色合いが特徴
です。（県指定伝統的
工芸品）

（
一
財
）塩
尻
・
木
曽
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

●百草  HYAKUSO

黄柏エキスにコウボク・センブ
リ・ビャクジツ・ゲンノショウ
コなどの薬草を数多く配合。
代々伝わる腹薬・胃腸薬。

●自然水 NATURAL WATER

「日本の名水」に選ば
れた木曽の清水。御
嶽山や木曽川源流の
自然の味わい。

●どぶろくDOBUROKU

米、米こうじ、水のみ
を原料に酵母を加え
作ったどぶろく。甘い
香りが漂います。

●アイスクリーム
ICE CREAM

開田高原のアイスクリーム工
房は、夏には行列ができる
人気店。ヨーグルトやチー
ズもぜひお土産に。

●ますのうの花漬
MASUNOUNOHANATUKE

木曽で育てられた
虹鱒を、酢と塩と
おからで調理した
逸品。お酒との相
性も抜群です。

●赤かぶ AKAKABU

御嶽山の麓で古くから伝わ
る木曽のかぶ。鮮やかな
赤色、葉柄は太く、基部ま
で小葉がつきます。肉質は
やわらかいのが特徴です。

●木曽牛 KISO-BEEF

大自然に育まれた味わいは肉質
も柔らかくとてもジューシー。コ
クのある芳醇な美味しさです。

●すんき SUNKI

木曽のカブ菜を塩を使
わず乳酸発酵させた
冬の保存食。（12～3
月頃）

●そばまんじゅう SOBAMANJU

そば独特の風味とあんこの甘味が調
和したあっさりとした味わいです。

●ほお葉巻き HOHBAMAKI

小豆のあんが入った餅を、
朴（ほお）の葉で包んで蒸したもの。

（5～7月頃）

●木曽の栗子餅
CHESTNUTS CAKE

栗の風味が独特の甘
味を醸す、木曽の味
わい。昔ながらの味が
人気です。（9月上旬
～11月中旬頃）

●お六櫛 OROKUGUSHI 
手挽きで作られる櫛は
親子三代まで使えるほ
ど。髪の艶も自然に増す
といわれます。（県指定
伝統的工芸品）

●木曽漆器
KISO LACQUERWARE
（国指定伝統的工芸品）

KISO KURASHI NO KOUGEIKAN

工
芸
と
味
わ
い

伝
統
美
に
ふ
れ
る

暮
ら
し
の
知
恵
、
受
け
継
が
れ
た
匠
の
技
が
今
日
に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

木
曽
で
し
か
味
わ
え
な
い
美
味
し
さ
、
何
代
も
何
代
も
、

地
道
に
確
か
に
育
ま
れ
て
き
た
郷
土
の
誇
り
と
愛
情
。

温
も
り
の
あ
る
味
わ
い
と
手
触
り
、
そ
ん
な
魅
力
が
木
曽
路
の
命
で
す
。

味
覚
の
愉
し
み
、
手
に
し
た
い
素
敵
な
道
具
。

山
国
で
育
ま
れ
た
逸
品
を
、
旅
の
思
い
出
に
す
る
。

●そば
 SOBA

木曽路のお
土産に最適
なそば。

●高原野菜
ONTAKE HAKUSAI&CORN

冷涼な高原で収穫された白菜
やトウモロコシは、身も締まり
歯ごたえも甘味も絶妙。

●木曽おもちゃ美術館
KISO TOY MUSEUM

昭和3年に建てられた旧黒川小学校の敷地を舞
台にさまざまな遊びのコンテンツと体験メニューがあ
り、雄大な自然、偉大な歴史、語り継がれる文化
の魅力を、お楽しみいただけます。（木曽町福島）

●手打ちそば SOBA

●木曽路の地酒 
SAKE

水も空気も美味しい
木曽谷は、銘酒の
里。須原、木曽福
島、藪原に蔵元が
あり、それぞれの風
味が全国の愛飲家
を魅了しています。

●各種新工芸品
NEW WOODWORKS

機能やデザインなど現代風に
アレンジされた身近な工芸品
も人気を集めています。

Kiso is rich with many handicrafts and gourmet food.

伝統工芸と郷土の味
TRADITIONAL WORKS AND TASTES
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開田高原

木曽福島

三岳
日義

権兵衛トンネル

飯田山本I.C

宿・温泉
REFRESH・SPA

宿泊のご案内

木祖村

塩尻市

□旅
□ホ

□民
□民
□民
□民
□民
□民
□旅

中津川市
●馬籠（宿泊案内／馬籠観光協会0573-69-2336）
　永昌寺（万福庵）〈10〉 ……… 0573-69-2051
　白木屋〈25〉 ………………… 0573-69-2035
　新茶屋〈25〉 ………………… 0573-69-2619
　但馬屋〈20〉 ………………… 0573-69-2048
　馬籠茶屋〈32〉 ……………… 0573-69-2038
　ゲストハウスねどこ〈13〉 …… 0573-69-2408
　ゲストハウス本三屋〈10〉 …… 0573-69-2158

●中津川
　　ホテル花更紗〈120〉 …… 0573-69-5111

□民
□民
□民

□易
□易

□民
□民

□ホ

畳
の
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
横
に
な
る
旅
館
も
あ
れ
ば
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
気
分
が
う
れ
し
い
民
宿
、

洗
練
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
自
慢
の
ホ
テ
ル
も
あ
り
ま
す
。

旅
の
贅
沢
は
、
木
曽
の
旬
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
っ
た
お
料
理
と
地
酒
に
も
あ
り
！

宿
場
め
ぐ
り
、
高
原
散
策
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
後
は
、
疲
れ
を
癒
し
て
思
い
出
深
い
宿
泊
を
！

王滝村
●王滝
　くるみ沢旅館〈80〉 ………………… 48-2408
　滝旅館〈60〉 ……………………… 48-2006
　一心堂こたに〈20〉 ………………… 48-2552
　おが山荘〈24〉 ……………………… 48-2751
　常八〈10〉 ………………………… 24-0514
　藤屋〈65〉 ………………………… 48-2688
　プチハウスせおと〈60〉 …………… 48-2126
　みやま〈52〉 ………………………… 48-2669
　リゾートハウス秋桜〈35〉 ………… 48-2220

●御岳高原
　R&Bダイヤモンドダスト〈30〉 …… 48-2635
　高原さかえ荘〈45〉 ……………… 48-2146
　松原〈34〉 ………………………… 48-2201
　ペンションオールドブリック〈16〉 …… 48-2790
　よっくんヒュッテN〈22〉 ……………… 48-2379
　おんたけ休暇村〈192〉   ……………  48-2111
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Kiso waters have been known for their healthy features.
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日帰りで楽しめる温泉施設

■中津川温泉　クアリゾート湯舟沢
①岐阜県中津川市神坂②ホームページでご確
認ください  …………………… 0573-69-5000

■滝見の家
①南木曽町吾妻②不定休 ………… 58-2165

■渓谷の宿 いちかわ
①南木曽町読書②不定休 ………… 57-2655

■阿寺温泉フォレスパ木曽あてら荘　
①大桑村野尻②無休 ……………… 55-4455

■棧温泉
①上松町棧②不定休 ……………… 52-2276

■ねざめホテル
①上松町寝覚 ……………………… 52-2245

■こもれびの湯
①王滝村御岳高原②平日（土・日・祝祭日は営業）
………………………………………  48-2111
■鹿の瀬温泉
①木曽町三岳②不定休 …………… 46-2034

■小坂温泉 けやきの湯
①木曽町三岳②無休 ……………… 46-2818

■釜沼温泉 大喜泉
①木曽町三岳②月・金・土曜日 …… 46-2155

■御嶽明神温泉やまゆり荘
①木曽町開田高原西野②火曜日（祝祭日は営業）
 ……………………………………… 44-2346
■やすらぎの湯丸中山荘
①木曽町新開②無休 ……………… 23-8021

■代山温泉　せせらぎの四季
①木曽町新開②水曜日（祝祭日は営業） 24-2626

■きそふくしま温泉木曽川親水公園内足湯
　足湯問合せ先 …………………… 25-6000

■二本木の湯
①木曽町新開黒川②木曜日 ……… 27-6150

■木曽古道ぬくもりの宿　駒の湯
①木曽町福島②不定休 …………… 23-2288

■木曽路の宿いわや
①木曽町福島②無休 ……………… 22-2015

■街道浪漫 おん宿 蔦屋
①木曽町福島②無休 ……………… 22-2010

■天神温泉 国民宿舎清雲荘
①木曽町日義②無休 ……………… 24-2800

一部宿泊可 ①所在地　②定休日
　市外局番（0264）

※点検・清掃などにより臨時休業する場合があります。※営業時間については各施設にお問合せください。

YAMAYURISO奈良井宿  ゑちごや
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□旅
□旅

□旅
□コ
□ロ

□旅
□旅

□ぺ
□ぺ

□旅

□民
□旅

　市内局番のないものはすべて（0264）
　ホテル　　旅館　　民宿　　ペンション　　ロッジ
　ユースホステル　　国民宿舎　　保養センター
　山荘・山小屋　　コテージ　　公営宿泊施設
　簡易宿泊施設　　民泊　　温泉　　日帰り入浴可
　左記ピクト付の民宿は木曽名物どぶろくが楽しめます。

〈　〉内は収容人数。＊は季節営業
※詳しくは直接お問い合わせください。

□ホ

□公
□易 □泊

□コ□山
□保□国□ユ

□ペ □ロ□民□旅

□

足湯（木曽町福島本町）

□山
□山
□山
□山

上松町
●寝覚
　　ねざめホテル〈85〉 ……………… 52-2245

●上松
　　　棧温泉〈35〉 ………………… 52-2276
　田政〈50〉 ………………………… 52-2053

□

□旅
□旅

●赤沢
　　さわぐち〈50〉 …………………… 52-3422
　西小川〈18〉 ……………………… 52-4009
□民
□民

□

民

●中央アルプス
　金懸小屋〈60〉 …………（避難小屋） 52-1133
　＊頂上木曽小屋〈50〉 ……………… 52-3882
　＊木曽殿山荘〈80〉……………0573-72-4380
　＊玉乃窪山荘〈100〉 ………………… 52-2682大桑村

□旅
泊□

□民

□山

●野尻
　　　フォレスパ木曽あてら荘〈60〉 … 55-4455
　Miwa House〈5〉（一棟貸切）  …… 55-2298

●須原
　すはら〈14〉（素泊り）………… 080-6922-8921

●中央アルプス
　＊越百小屋〈18〉  ……………090-7699-9337

●木曽福島
　　　おん宿 蔦屋〈100〉 ……………  22-2010
　　　木曽路の宿いわや〈70〉 ……… 22-2015
　かおる〈30〉 ………………………… 27-6404
　　山みず季URARAつたや〈40〉 …… 22-2145
　　　駒の湯〈70〉 …………………… 23-2288
　さらしなや〈30〉 ……………………… 22-2307
　　自由旅クラブ木曽三河家〈100〉 … 24-3332
　みのや旅館〈6〉 ……………………… 22-2336
　森富旅館〈20〉 ……………………… 22-2303
　黒川荘〈45〉 ………………………… 27-6103
　松尾〈22〉 …………………………… 22-2826
　むらちや〈20〉 ………………………  22-3186
　　のりえの家〈10〉 ………………… 27-6314
　　ファーム・インひまわり〈10〉 ……… 27-6330

□旅

□旅

民
□旅
□旅
□旅
□旅
□旅
□旅
□ぺ
□旅

□
□民
□民
□易
□易

□ぺ
□民
□民

●木曽駒高原
　山水〈25〉 …………………………… 23-7728
　奈良尾〈80〉 ………………………… 23-7438
　　　丸中山荘〈40〉 ………………… 23-8021
　ゲストハウス・ヒルトップ〈30〉 …………  23-8031

●滝越（王滝渓谷）
　滝越屋〈14〉 ………………………… 48-2782

●開田高原末川
　ふもと屋旅館〈20〉…………………  42-3012
　　木曽御嶽温泉 つたや季の宿風里〈100〉 42-1188
　望嶽荘〈10〉 ………………………… 42-3005
　cottage AMAGOYA〈22〉 ………… 42-1120
　木曽カントリー倶楽部ロッジ〈74〉…… 42-3311

●開田高原西野
　　開田温泉 日の出旅館〈30〉 …… 44-2127
　　西野温泉 やまかの湯〈40〉………  44-2010
　プチリゾートAppear〈18〉…………… 44-2224
　お宿ぽんと晴れ〈10〉 ……………… 44-2078
　いずみ〈20〉 ………………………… 44-2052
　J-ハウス〈24〉………………………… 44-2219
　ひゅってくらいす〈20〉……………… 44-2543
　ビューおんたけ〈27〉………………… 42-3134
　山のくじら家〈22〉…………………… 44-1122
　のらくろ〈28〉………………………… 44-2059
　開田高原ペンション遊基地〈23〉 …… 44-1100
　京こじま〈30〉 ……………………… 44-2780
　上天気〈25〉………………………… 44-2131
　プチビラ・Mt.おんたけ〈30〉 ………… 44-2416

□ホ
□旅
□国

　木曽駒高原  森のホテル〈96〉 ……  23-7331
　文化公園宿泊施設駒王〈67〉 ……… 23-7201
　　　天神温泉 国民宿舎清雲荘〈60〉 24-2800

●黒沢口（三岳）
　千秋閣〈50〉 ………………………… 46-2003
　黒澤館〈50〉 ………………………… 46-2016
　山陽館〈25〉 ………………………… 46-2012
　日の出滝旅館〈50〉 ………………… 46-2316
　大祓滝田中旅館〈70〉 ……………… 46-2314
　＊八海山小屋〈30〉  ……… 090-2235-0581
　＊七合目行場山荘〈80〉 … 090-4380-5200
　＊女人堂〈120〉 ……………  090-8329-1385
　＊石室山荘〈70〉   …………  090-8873-9761
　＊二ノ池山荘〈70〉  …………  090-4668-7000
　＊二ノ池ヒュッテ〈50〉 ………  090-4368-1787

□旅
□旅

□ホ
□ホ
□旅

●三岳
　御岳ゴルフ＆リゾートホテル〈200〉 … 46-2500
　　ホテル木曽温泉 こがねの湯〈80〉 … 25-6688
　　　鹿の瀬温泉〈27〉 ……………… 46-2034
　　　小坂温泉 けやきの湯〈24〉……  46-2818
　　　釜沼温泉 大喜泉〈28〉………  46-2155

●薮原
　井筒屋〈14〉 ………………………… 36-2007
　Rミュール〈16〉 ………………………  36-3071
　WAKU↑WAKU-BASE〈8〉
　………………………  ご予約はウェブサイトから

●やぶはら高原スキー場
　やぶはら高原山の家〈60〉 ………… 36-2421
　　高原荘〈74〉 ……………………… 36-2400
　あららぎ荘〈50〉 ……………………… 36-2057
　栗屋〈45〉 …………………………… 36-3038
　山中荘〈50〉 ………………………… 36-3267
　　りんどう〈50〉 ……………………… 36-2174
　こだまの森ケビン・コテージ〈100〉 … 36-2777

□民
□民

□旅□

●奈良井
　BYAKU Narai〈30〉 ………………… 34-3001
　あぶらや〈4〉 ……………………… 34-3016
　ゑちごや〈6〉 ………………………… 34-3011
　あおき〈3〉 ………………………… 34-3781
　いかりや町田〈6〉 ………………… 34-3202
　伊勢屋〈30〉 ………………………… 34-3051
　かとう〈10〉 ………………………… 34-2625
　しまだ〈15〉 ………………………… 34-2678
　津ち川〈6〉 ………………………… 34-3224

●田立
　The Expedition Hotel Zenagi〈12〉 
　  ……………………………  090-6072-8392
□ホ

南木曽町
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□旅

□旅

□民
□民

□民
□民
□泊

□民
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□ホ

□民
□民

□ホ

□民

□民

□

●妻籠（宿泊案内／妻籠観光案内所57-3123）
　藤乙〈20〉 …………………………… 57-3009
　松代屋旅館〈15〉 …………………… 57-3022
　こおしんづか〈13〉 …………………… 57-3029
　下嵯峨屋〈11〉 ……………………… 57-3124
　大吉〈10〉 …………………………… 57-2595
　　つたむらや〈20〉 ………………… 57-3235
　波奈屋〈40〉 ……………………… 57-3106
　まるや〈29〉 ………………………… 57-3117
　かめやま〈4〉 ……………………… 57-3187
　下丁子屋〈5〉 ………………  090-3956-1868

●柿其渓谷
　　　渓谷の宿いちかわ〈20〉 ……… 57-2655
　すずめ〈10〉 ………………………… 57-2380
　ほていや〈25〉 ……………………… 57-2420

●蘭・広瀬
　　TAOYA 木曽路〈343〉… 050-3852-4861
　　ホテル富貴の森〈46〉 ……………  58-2288
　床浪荘〈40〉（素泊り） ……………  58-2031
　　　滝見の家〈8〉 ………………… 58-2165

●上の原
　Hostel 結い庵〈8〉 ………………… 40-1001

□ホ
□泊

●三留野
　MOUNTAinn Nagiso〈8〉 ………… 24-0338
　お宿  勝〈6〉（貸切・素泊り）
　……………………… ご予約はウェブサイトから

□山
□山

□山
□山

□山
□山

□旅

□旅
□旅

□旅
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−22−

開田高原

木曽福島

三岳
日義

権兵衛トンネル

飯田山本I.C

宿・温泉
REFRESH・SPA

宿泊のご案内

木祖村

塩尻市

□旅
□ホ

□民
□民
□民
□民
□民
□民
□旅

中津川市
●馬籠（宿泊案内／馬籠観光協会0573-69-2336）
　永昌寺（万福庵）〈10〉 ……… 0573-69-2051
　白木屋〈25〉 ………………… 0573-69-2035
　新茶屋〈25〉 ………………… 0573-69-2619
　但馬屋〈20〉 ………………… 0573-69-2048
　馬籠茶屋〈32〉 ……………… 0573-69-2038
　ゲストハウスねどこ〈13〉 …… 0573-69-2408
　ゲストハウス本三屋〈10〉 …… 0573-69-2158

●中津川
　　ホテル花更紗〈120〉 …… 0573-69-5111
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王滝村
●王滝
　くるみ沢旅館〈80〉 ………………… 48-2408
　滝旅館〈60〉 ……………………… 48-2006
　一心堂こたに〈20〉 ………………… 48-2552
　おが山荘〈24〉 ……………………… 48-2751
　常八〈10〉 ………………………… 24-0514
　藤屋〈65〉 ………………………… 48-2688
　プチハウスせおと〈60〉 …………… 48-2126
　みやま〈52〉 ………………………… 48-2669
　リゾートハウス秋桜〈35〉 ………… 48-2220

●御岳高原
　R&Bダイヤモンドダスト〈30〉 …… 48-2635
　高原さかえ荘〈45〉 ……………… 48-2146
　松原〈34〉 ………………………… 48-2201
　ペンションオールドブリック〈16〉 …… 48-2790
　よっくんヒュッテN〈22〉 ……………… 48-2379
　おんたけ休暇村〈192〉   ……………  48-2111
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Kiso waters have been known for their healthy features.
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日帰りで楽しめる温泉施設

■中津川温泉　クアリゾート湯舟沢
①岐阜県中津川市神坂②ホームページでご確
認ください  …………………… 0573-69-5000

■滝見の家
①南木曽町吾妻②不定休 ………… 58-2165

■渓谷の宿 いちかわ
①南木曽町読書②不定休 ………… 57-2655

■阿寺温泉フォレスパ木曽あてら荘　
①大桑村野尻②無休 ……………… 55-4455

■棧温泉
①上松町棧②不定休 ……………… 52-2276

■ねざめホテル
①上松町寝覚 ……………………… 52-2245

■こもれびの湯
①王滝村御岳高原②平日（土・日・祝祭日は営業）
………………………………………  48-2111
■鹿の瀬温泉
①木曽町三岳②不定休 …………… 46-2034

■小坂温泉 けやきの湯
①木曽町三岳②無休 ……………… 46-2818

■釜沼温泉 大喜泉
①木曽町三岳②月・金・土曜日 …… 46-2155

■御嶽明神温泉やまゆり荘
①木曽町開田高原西野②火曜日（祝祭日は営業）
 ……………………………………… 44-2346
■やすらぎの湯丸中山荘
①木曽町新開②無休 ……………… 23-8021

■代山温泉　せせらぎの四季
①木曽町新開②水曜日（祝祭日は営業） 24-2626

■きそふくしま温泉木曽川親水公園内足湯
　足湯問合せ先 …………………… 25-6000

■二本木の湯
①木曽町新開黒川②木曜日 ……… 27-6150

■木曽古道ぬくもりの宿　駒の湯
①木曽町福島②不定休 …………… 23-2288

■木曽路の宿いわや
①木曽町福島②無休 ……………… 22-2015

■街道浪漫 おん宿 蔦屋
①木曽町福島②無休 ……………… 22-2010

■天神温泉 国民宿舎清雲荘
①木曽町日義②無休 ……………… 24-2800

一部宿泊可 ①所在地　②定休日
　市外局番（0264）

※点検・清掃などにより臨時休業する場合があります。※営業時間については各施設にお問合せください。
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□旅
□旅

□旅
□コ
□ロ

□旅
□旅

□ぺ
□ぺ

□旅

□民
□旅

　市内局番のないものはすべて（0264）
　ホテル　　旅館　　民宿　　ペンション　　ロッジ
　ユースホステル　　国民宿舎　　保養センター
　山荘・山小屋　　コテージ　　公営宿泊施設
　簡易宿泊施設　　民泊　　温泉　　日帰り入浴可
　左記ピクト付の民宿は木曽名物どぶろくが楽しめます。

〈　〉内は収容人数。＊は季節営業
※詳しくは直接お問い合わせください。

□ホ

□公
□易 □泊

□コ□山
□保□国□ユ

□ペ □ロ□民□旅

□

足湯（木曽町福島本町）

□山
□山
□山
□山

上松町
●寝覚
　　ねざめホテル〈85〉 ……………… 52-2245

●上松
　　　棧温泉〈35〉 ………………… 52-2276
　田政〈50〉 ………………………… 52-2053

□

□旅
□旅

●赤沢
　　さわぐち〈50〉 …………………… 52-3422
　西小川〈18〉 ……………………… 52-4009
□民
□民

□

民

●中央アルプス
　金懸小屋〈60〉 …………（避難小屋） 52-1133
　＊頂上木曽小屋〈50〉 ……………… 52-3882
　＊木曽殿山荘〈80〉……………0573-72-4380
　＊玉乃窪山荘〈100〉 ………………… 52-2682大桑村

□旅
泊□

□民

□山

●野尻
　　　フォレスパ木曽あてら荘〈60〉 … 55-4455
　Miwa House〈5〉（一棟貸切）  …… 55-2298

●須原
　すはら〈14〉（素泊り）………… 080-6922-8921

●中央アルプス
　＊越百小屋〈18〉  ……………090-7699-9337

●木曽福島
　　　おん宿 蔦屋〈100〉 ……………  22-2010
　　　木曽路の宿いわや〈70〉 ……… 22-2015
　かおる〈30〉 ………………………… 27-6404
　　山みず季URARAつたや〈40〉 …… 22-2145
　　　駒の湯〈70〉 …………………… 23-2288
　さらしなや〈30〉 ……………………… 22-2307
　　自由旅クラブ木曽三河家〈100〉 … 24-3332
　みのや旅館〈6〉 ……………………… 22-2336
　森富旅館〈20〉 ……………………… 22-2303
　黒川荘〈45〉 ………………………… 27-6103
　松尾〈22〉 …………………………… 22-2826
　むらちや〈20〉 ………………………  22-3186
　　のりえの家〈10〉 ………………… 27-6314
　　ファーム・インひまわり〈10〉 ……… 27-6330

□旅

□旅

民
□旅
□旅
□旅
□旅
□旅
□旅
□ぺ
□旅

□
□民
□民
□易
□易

□ぺ
□民
□民

●木曽駒高原
　山水〈25〉 …………………………… 23-7728
　奈良尾〈80〉 ………………………… 23-7438
　　　丸中山荘〈40〉 ………………… 23-8021
　ゲストハウス・ヒルトップ〈30〉 …………  23-8031

●滝越（王滝渓谷）
　滝越屋〈14〉 ………………………… 48-2782

●開田高原末川
　ふもと屋旅館〈20〉…………………  42-3012
　　木曽御嶽温泉 つたや季の宿風里〈100〉 42-1188
　望嶽荘〈10〉 ………………………… 42-3005
　cottage AMAGOYA〈22〉 ………… 42-1120
　木曽カントリー倶楽部ロッジ〈74〉…… 42-3311

●開田高原西野
　　開田温泉 日の出旅館〈30〉 …… 44-2127
　　西野温泉 やまかの湯〈40〉………  44-2010
　プチリゾートAppear〈18〉…………… 44-2224
　お宿ぽんと晴れ〈10〉 ……………… 44-2078
　いずみ〈20〉 ………………………… 44-2052
　J-ハウス〈24〉………………………… 44-2219
　ひゅってくらいす〈20〉……………… 44-2543
　ビューおんたけ〈27〉………………… 42-3134
　山のくじら家〈22〉…………………… 44-1122
　のらくろ〈28〉………………………… 44-2059
　開田高原ペンション遊基地〈23〉 …… 44-1100
　京こじま〈30〉 ……………………… 44-2780
　上天気〈25〉………………………… 44-2131
　プチビラ・Mt.おんたけ〈30〉 ………… 44-2416

□ホ
□旅
□国

　木曽駒高原  森のホテル〈96〉 ……  23-7331
　文化公園宿泊施設駒王〈67〉 ……… 23-7201
　　　天神温泉 国民宿舎清雲荘〈60〉 24-2800

●黒沢口（三岳）
　千秋閣〈50〉 ………………………… 46-2003
　黒澤館〈50〉 ………………………… 46-2016
　山陽館〈25〉 ………………………… 46-2012
　日の出滝旅館〈50〉 ………………… 46-2316
　大祓滝田中旅館〈70〉 ……………… 46-2314
　＊八海山小屋〈30〉  ……… 090-2235-0581
　＊七合目行場山荘〈80〉 … 090-4380-5200
　＊女人堂〈120〉 ……………  090-8329-1385
　＊石室山荘〈70〉   …………  090-8873-9761
　＊二ノ池山荘〈70〉  …………  090-4668-7000
　＊二ノ池ヒュッテ〈50〉 ………  090-4368-1787

□旅
□旅

□ホ
□ホ
□旅

●三岳
　御岳ゴルフ＆リゾートホテル〈200〉 … 46-2500
　　ホテル木曽温泉 こがねの湯〈80〉 … 25-6688
　　　鹿の瀬温泉〈27〉 ……………… 46-2034
　　　小坂温泉 けやきの湯〈24〉……  46-2818
　　　釜沼温泉 大喜泉〈28〉………  46-2155

●薮原
　井筒屋〈14〉 ………………………… 36-2007
　Rミュール〈16〉 ………………………  36-3071
　WAKU↑WAKU-BASE〈8〉
　………………………  ご予約はウェブサイトから

●やぶはら高原スキー場
　やぶはら高原山の家〈60〉 ………… 36-2421
　　高原荘〈74〉 ……………………… 36-2400
　あららぎ荘〈50〉 ……………………… 36-2057
　栗屋〈45〉 …………………………… 36-3038
　山中荘〈50〉 ………………………… 36-3267
　　りんどう〈50〉 ……………………… 36-2174
　こだまの森ケビン・コテージ〈100〉 … 36-2777

□民
□民

□旅□

●奈良井
　BYAKU Narai〈30〉 ………………… 34-3001
　あぶらや〈4〉 ……………………… 34-3016
　ゑちごや〈6〉 ………………………… 34-3011
　あおき〈3〉 ………………………… 34-3781
　いかりや町田〈6〉 ………………… 34-3202
　伊勢屋〈30〉 ………………………… 34-3051
　かとう〈10〉 ………………………… 34-2625
　しまだ〈15〉 ………………………… 34-2678
　津ち川〈6〉 ………………………… 34-3224

●田立
　The Expedition Hotel Zenagi〈12〉 
　  ……………………………  090-6072-8392
□ホ

南木曽町

□旅

□旅

□旅

□民
□民

□民
□民
□泊

□民
□民
□旅

□民

□ホ

□民
□民

□ホ

□民

□民

□

●妻籠（宿泊案内／妻籠観光案内所57-3123）
　藤乙〈20〉 …………………………… 57-3009
　松代屋旅館〈15〉 …………………… 57-3022
　こおしんづか〈13〉 …………………… 57-3029
　下嵯峨屋〈11〉 ……………………… 57-3124
　大吉〈10〉 …………………………… 57-2595
　　つたむらや〈20〉 ………………… 57-3235
　波奈屋〈40〉 ……………………… 57-3106
　まるや〈29〉 ………………………… 57-3117
　かめやま〈4〉 ……………………… 57-3187
　下丁子屋〈5〉 ………………  090-3956-1868

●柿其渓谷
　　　渓谷の宿いちかわ〈20〉 ……… 57-2655
　すずめ〈10〉 ………………………… 57-2380
　ほていや〈25〉 ……………………… 57-2420

●蘭・広瀬
　　TAOYA 木曽路〈343〉… 050-3852-4861
　　ホテル富貴の森〈46〉 ……………  58-2288
　床浪荘〈40〉（素泊り） ……………  58-2031
　　　滝見の家〈8〉 ………………… 58-2165

●上の原
　Hostel 結い庵〈8〉 ………………… 40-1001

□ホ
□泊

●三留野
　MOUNTAinn Nagiso〈8〉 ………… 24-0338
　お宿  勝〈6〉（貸切・素泊り）
　……………………… ご予約はウェブサイトから

□山
□山

□山
□山

□山
□山

□旅

□旅
□旅

□旅
□旅
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お問い合わせ

交通のご案内

観光案内 交通案内

つり案内

JR中津川駅（JR東海テレホンセンター） ☎050-3772-3910
JR木曽福島駅（JR東海テレホンセンター） ☎050-3772-3910

おんたけ交通（株）（路線バス）
〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島2801 ☎（0264）22-2444
北恵那交通（株）路線バス
〒508-8500 岐阜県中津川市中津川842-334 ☎（0573）66-1555
おんたけタクシー（株）
〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島6168-7 ☎（0264）22-2525
木曽交通（株）（タクシー）
〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島5811-1 ☎（0264）22-3666
やぶはらタクシー（株）
〒399-6201 長野県木曽郡木祖村薮原駅前 ☎（0264）36-2403

（株）南木曽観光タクシー
〒399-5302 長野県木曽郡南木曽町吾妻840-1 ☎（0264）57-3133

きりら坂下 ☎（0573）70-0050
賤母 ☎（0573）75-5255
大桑 ☎（0264）55-4192
三岳 ☎（0264）46-2011
木曽福島 ☎（0264）21-1818

日義木曽駒高原 ☎（0264）23-3644
木曽川源流の里きそむら ☎（0264）36-1050
木曽ならかわ ☎（0264）34-3888

木曽川漁業協同組合
〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島4935-1 ☎（0264）22-2580
奈良井川漁業協同組合
〒399-6461 長野県塩尻市宗賀71-599 ☎（0263）53-1505

木曽路へは乗り換えなしで
らくらく高速バスの旅。

木曽路へのお出かけには、速くて快適な
特急「ワイドビューしなの号」でどうぞ！

土日祝のみ 1日2便運行
快適で安くて便利な高速バス
「木曽路←→東京間」

運行日や出発時刻等についての詳細はホームページをご覧ください。
https://www.highwaybus.com/

■ 電車（JR）ご利用の場合
●新宿から木曽福島 中央本線→塩尻→中央本線 ……… 3時間10分（最速）
  新幹線（のぞみ）→名古屋→中央本線 …… 約3時間35分
●名古屋から木曽福島 中央本線　…………………………… 1時間24分（最速）
●新大阪から木曽福島 新幹線（のぞみ）→名古屋→中央本線 … 約2時間30分

■ お車ご利用の場合
●東京（高井戸IC）から木曽福島 中央自動車道→塩尻I.C→R19号 ……… 約3時間45分
  中央自動車道→伊那I.C→R361→R19 … 約3時間30分
●名古屋から木曽福島 中央自動車道→中津川I.C→R19号 …… 約2時間10分
    中央自動車道→伊那I.C→R361→R19 … 約2時間20分
●高山から木曽福島 R361号 …………………………………… 約1時間40分

■ 高速バスご利用の場合
●新宿から木曽福島 中央自動車道→塩尻I.C→R19号 ……… 約4時間30分

木曽観光連盟

●名古屋～木曽福島 1時間24分（最速）
●毎日13往復運転

https://jr-central.co.jp/JR東海ホームページ 協力：JR東海
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■ 木曽観光連盟事務局 〒399-6101長野県木曽郡木曽町日義4898-37
 ☎（0264）23-1122  https://kiso-nagano.ne.jp/

■ 馬籠観光協会（馬籠観光案内所） 〒508-0502岐阜県中津川市馬籠4300-1 　
 ☎（0573）69-2336 https://kiso-magome.com/

■ 妻 籠 観 光 案 内 所 〒399-5302長野県木曽郡南木曽町吾妻2196-1 
 ☎（0264）57-3123 https://tsumago.jp/

■ （一社）南木曽町観光協会 〒399-5302長野県木曽郡南木曽町吾妻2196-1
 ☎（0264）57-2727 https://nagiso.jp/

■ 大 桑 村 観 光 協 会 〒399-5503長野県木曽郡大桑村大字長野880-1大桑村役場内 
 ☎（0264）55-4566 https://www.vill.okuwa.lg.jp/kanko/index.html

■ （一社）上松町観光協会 〒399-5601長野県木曽郡上松町大字上松159-3 
 ☎（0264）52-1133 https://kiso-hinoki.jp

■ 王滝村観光案内所 〒397-0201長野県木曽郡王滝村2758-3 
 ☎（0264）48-2257 http://www.ontake.jp

■  （一社）木曽おんたけ観光局 〒397-0001長野県木曽郡木曽町福島2012-5
 ☎（0264）25-6000 http://www.kankou-kiso.com

■ 開田高原観光案内所 〒397-0301長野県木曽郡木曽町開田高原末川1895

 ☎（0264）42-3350 httpｓ://kaidakogen.jp

■ （一社）木祖村観光協会 〒399-6201長野県木曽郡木祖村薮原196

 ☎（0264）36-2543 https://www.kisotourism.com/

■ 塩尻市観光センター 〒399-0737長野県塩尻市大門八番町13番10号 
 ☎（0263）88-8722 https://tokimeguri.jp/

■ 奈良井宿観光案内所 〒399-6303長野県塩尻市奈良井497-3
 ☎（0264）34-3160 https://www.naraijuku.com/

■ 中津川市観光案内所 〒508-0032岐阜県中津川市栄町1-1にぎわいプラザ1階
 ☎（0573）62-2277 https://nakatsugawa.town/

■ （一社）長野県観光機構 〒380-0936長野県長野市中御所岡田町131-4 ホテル信濃路3階
 ☎（026）219-5271 https://www.nagano-tabi.net/kikou/

■ Go Nagano 観光ナビゲートセンター
　☎（0120）20-1588 https://www.go-nagano.net/

■ 銀座NAGANO観光情報センター 〒104-0061東京都中央区銀座5-6-5 NOCOビル2階
 ☎（03）6274-6017 https://www.ginza-nagano.jp

■ 長野県名古屋観光情報センター 〒460-0008愛知県名古屋市中区栄4-1-1 中日ビル5階
 ☎（052）263-4118

■ 長野県大阪観光情報センター 〒530-0001大阪市北区梅田1-3-1-800大阪駅前第一ビル8階
 ☎（06）6341-8205

道の駅


